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　会員の皆様におかれましては、輝かしい新年を迎え

られたことと存じます。

　平素は本会の会務運営につきまして、深いご理解と

多大なご協力を賜りありがとうございます。

　さて、近年の社会問題としまして、少子高齢化、人

口の都市一極集中、空き家問題等の諸問題があります

が、いずれも土地家屋調査士業務に関連するものであ

り、我々が境界の専門家としての責任を果たす機会で

あると考えております。昨年 ６ 月３０日に閣議決定され

た「経済財政運営と改革の基本方針2015」、いわゆる「骨

太の方針」には、空き家対策への取り組みと登記所備

付地図の整備が明記されました。法務局においても、

「市町への登記情報・地図情報の提供」、「市町からの

相談対応窓口の設置」、「市町の設置する空家対策協議

会への協力」が指示されており、本会としましても同

様に、市町の設置する空き家対策の協議会への参画に

向けた働きかけを推進しています。

　また、「地図作りへの参画強化」ですが、登記所備

付地図作成については、昨年度より「従来型」「大都

市型」「震災復興型」の新たな 3 つの作業計画が進め

られ、「骨太の方針」に基づき、平成２８年度予算は大

幅な増額要求がなされており、土地家屋調査士が果た

すべき責任の大きさを自覚して、作成作業に積極的に

参画する必要があると考えております。

　このような中、日本土地家屋調査士会連合会におい

て、「境界紛争ゼロ宣言!!」と題して土地境界の唯一

の専門家は土地家屋調査士である制度広報を継続的に

行っておりますので、会員の皆様におかれましても情

報発信にご協力をお願いいたします。

　一方で、この制度広報活動の前提には、土地家屋調

査士の専門家としての能力担保が必要不可欠であり、

当会として研修の充実に取り組んでまいります。中で

も、土地家屋調査士業務に関連する喫緊の課題として、

不動産登記規則第９３条調査報告書の様式改定、マイナ

ンバー制度への対応、オンライン申請の促進がありま

す。まず、不動産登記規則第９３条調査報告書の改定様

式は事務量の削減を図り、担当官が確認しやすい様式

として改定され、土地、普通建物、区分建物に分類さ

れ、運用にあたっては、併用期間が設けられるもので

あります。オンライン申請の促進としましては、民間

認証局による電子証明書に移行されたことにより、こ

れまで以上に環境設定が容易になる等のメリットがあ

ります。また、本年 ３ 月２２日には登記・供託オンライ

ン申請システムの次期システムが運用開始されます。

これらの喫緊の課題について会員の皆様に適切に情報

を発信するとともに、スムーズに移行できるよう研修

を行ってまいります。

　昨年 ６ 月よりオンライン申請における法定外添付情報

の原本提示省略の取扱いがなされておりますが、これは

登記申請の完全オンライン化への歩みの一歩であると位

置づけられることから、資格者として一層高い倫理感と

原本提示省略の担保となりうる不動産調査報告書の作

成を意識した日常業務を遂行していく必要があります。

　このような高い倫理観と意識は、土地家屋調査士の

社会的地位向上にもつながると確信しており、その能

力に基づいて裁判手続における土地家屋調査士の活用

として、従来の鑑定人での活用は勿論、その見識を活

かした民事家事を問わない調停員、土地家屋調査士と

しての豊富な知見を活かした裁判における専門委員と

しての関与などへの参画を推進してまいります。

　本年も、土地家屋調査士の社会的地位向上に向けた

活動を推進してまいりたいと考えておりますので、会

員の皆様におかれましては、一層のご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、新しい年が皆様にとって素晴ら

しいものとなりますよう心よりお祈り申し上げます。　

新年のごあいさつ
兵庫県土地家屋調査士会
会　長 岸　本　八太郎
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　新年、明けましておめでとうございます。

　兵庫県土地家屋調査士会会員の皆様におかれまして

は、お健やかに新年を迎えられたことと拝察し、心か

らお慶び申し上げます。

　また、会員の皆様方には、平素より法務行政の適正

かつ円滑な遂行につきまして、格別の御理解と御協力

をいただき、厚く御礼申し上げます。

　さて、我が国の経済情勢は、政府による最新の報告

によれば、緩やかな回復基調が続いており、今後の景

気回復が期待されるところです。

　このような中、安倍内閣は、誰もが活躍できる「一億

総活躍」社会の実現を目指し、強い経済、子育て支援

及び社会保障制度改革を「新・三本の矢」として、従

来の発想にとらわれない大胆な施策を実施することと

しています。

　その一方で、我が国の財政は、依然、極めて厳しい

状況にあることから、その再生を図るため、政府は、「経

済・財政再生計画」に基づき、歳出全般にわたり、聖

域なき徹底した見直しを、引き続き、手を緩めること

なく推進するとの方針の下、昨年１２月２４日に平成２８年

度予算案が閣議決定されております。

　平成２８年度予算案のうち法務局関係では、登記所備

付新規地図作成経費を始めとした重要施策のための経

費がほぼ要求どおり認められたほか、空家対策推進経

費等の新規施策のための経費も認められているところ

です。

　以上の状況を踏まえた上、当局の登記事務に関する

若干の事項につきまして、述べさせていただきます。

　まず、不動産登記法第１４条第 １ 項地図作成作業につ

いてであります。

　本年度は、神戸市北区東大池二丁目及び西大池一丁

目（ ２ 年目作業）並びに同区東大池一、三丁目及び西

大池二丁目（ １ 年目作業）において実施しているほか、

新たに、地図の整備が特に困難な大都市における地図

作成作業として、神戸市東灘区魚崎南町四、五丁目に

おいても実施しております。この魚崎地区は、酒造会

社等の工場や倉庫のほか、マンションや大型店舗が存

在するなど、従来の住宅地における地図作成作業と比

べて地域の特性が大きく異なることから、これまでの

ノウハウを活かして、適正な地図作成作業に取り組ん

でおります。

　地図の整備は都市再生の前提となるものですので、

会員の皆様方の御支援と御協力をお願いいたします。

　次に、筆界特定事務についてであります。

　当局管内は、神戸市に代表されるように山間部を宅

地開発して発展してきたこともあり、潜在的に筆界が

不明確な土地が多く、これが顕在化して境界紛争に発

展するケースが見受けられます。このような事情もあ

って、当局における筆界特定の取扱件数は、全国トッ

プレベルとなっており、当局では、これら申請事件の

適正かつ迅速な処理に取り組んでいるところです。

　筆界特定事務処理に当たりましては、会員の皆様方

が、筆界調査委員として、その実力を遺憾なく発揮さ

れていることに深謝するととともに、引き続きの御協

力をお願いいたします。

　次に、空家対策についてであります。

　近年、社会問題化している空家問題について、当局

では、市町と連携・協力するため、全登記所に相談窓

口を設置するなど体制を整備し、登記情報の提供や相

談対応等の空家対策に取り組むこととしています。

　空家対策には、会員の皆様方の専門知識や豊富な経

験が必要となることから、貴会において市町が設置し

新年のごあいさつ
神戸地方法務局
局　長 田　邉　　豊
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た協議会に参画するなど、空家問題の解消に御尽力を

お願いいたします。

　次に、登記オンライン申請の利用拡大についてであ

ります。

　政府は、平成２５年以降、毎年、「世界最先端IT国家

創造宣言」を閣議決定するなど、世界最高水準のIT

利活用社会の実現を目指しており、これを受けて、法

務局では登記オンライン申請の利用拡大に取り組んで

いるところです。オンライン申請が広く普及すること

は、国民の利便性が向上するほか、土地家屋調査士制

度の充実・発展に大きく寄与することになることから、

会員の皆様方におかれましては、オンライン申請の利

用拡大に一層の御理解と御協力をお願いいたします。

　結びになりますが、会員の皆様方におかれましては、

国民からの信頼に的確に応えるため、「境界紛争ゼロ

宣言！」のスローガンの下、高度な知見と技術を活か

して一層御活躍されますことを期待いたしますととも

に、貴会のますますの御発展を祈念いたしまして、新

年の御挨拶といたします。

3２０１6・1・No. ５54　●

会報



　新年あけましておめでとうございます。今年もどう

ぞよろしくお願い致します。

　昨年は、阪神淡路大震災20年の節目の年にあたり、

当時を偲びやるせない思いでした。当時の悔しさを忘

れず、万一の災害に備える気持ちを持って日々過ごし

てまいりたいと思います。

　日頃から「境界問題相談センターひょうご」の運営

にあたり、兵庫県弁護士会、土地家屋調査士会の役員

をはじめ会員の皆様には、ご支援ご協力を賜り、心か

ら感謝申し上げます。当境界問題相談センターひょう

ごの昨年の取扱い件数は、電話問合せ121件、受付面

談19件、相談14件、調停申立 4 件の結果となりました。

　引き続き市民相談での案内等、広報部と力を合わせ

た広報活動に力を注ぐことはもちろん、ADRと筆界

特定制度の連携の観点からも、法務局との連絡・連携

をより一層図ってまいります。ADR機関として強制

力がないことをマイナス面と捉えられがちであります

が、自己の判断において決定できるということが大き

な魅力があると考えており、その魅力をPRしてまい

ります。

　また、広い兵庫県内でご相談者の利便を図るために従

来の姫路での調停開催に加えて、兵庫県北部の利用者

に対して鳥取会との連携も視野に入れ活動しております。

　センターひょうごの研修会は、年 ３ 回実施されます。

関与構成員以外の会員の方々も参加可能ですので是非

参加していただきたいと思います。

　私たちは、一人でも多くの利用者に活用していただ

ける境界問題センターでありたいと願い、様々な可能

性を検討しながら今年一年も頑張ってまいります。ご

支援とご協力をどうぞよろしくお願い致します。

新年のごあいさつ
境界問題相談センターひょうご
センター長 中　井　富　子
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　ながらえば　又この頃や　しのばれむ

　　うしと見し世ぞ　今は恋しき

　　　　　　　　　　　藤原清輔朝臣（１１０４～１１７７）

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては輝かしい新年をお迎えの事と

お喜び申し上げます。

　さて、冒頭の清輔の歌は、未来へのメッセージであ

ります。今はどんなに苦しく困難な時代でも振り返れ

ば、懐かしく恋しく思う日がきっと来ると言う事です。

　思い返せば、平成１３年に政治連盟の設立時に衆・参

両議員会館へ三宮発深夜 ０ 時発の列車で陳情書を持参

し、業界における地位存在感の向上、発展を祈って上

京した事を、今は本当に懐かしく恋しく思えます。

　我々の業種が、生産・製造・販売・農業・漁業・

IT・医療・福祉等の業界であれば規制緩和、行政改

革などと大騒ぎする事もなかったし、政治活動ができ

ないと慌てて、政治連盟を設立する事もなかったと思

います。私は１６年間、政治連盟において活動してきま

したが、非生産業の中でも、士（サムライ）稼業の中

でも、とりわけ土地家屋調査士業界が最も政治連盟が

必要と考えています。

　現在、第三次安部改造内閣では、一億総活躍と掲げ

られていますが、我々の土地家屋調査士業界としては

充分、活躍しているつもりです。

　また、新三本の矢である①強い経済、②夢をつむぐ

子育て支援、③安心につながる社会保障でありますが、

直接我々の業界には関係がないものであります。

　そのような中でも将来に向かって、最悪に備え、最

善を尽くすのが、政治連盟の使命と確信し、会員の皆

様には少しでも政治に関心を持って頂き、議員を通じ

て地位向上、存在感を確立していく事が将来につなが

ると信じています。

　世の中は魔坂（まさか）の連続です。土地家屋調査

士制度の自然衰退の時代が到来しても決して不思議で

はない状態です。

　毎年応援して頂いております会員の皆様、本会会長、

役員の皆様、本当にありがとうございます。この一年、

政治連盟執行部、事務局共々、頑張る所存ですので、

どうかよろしくお願いします。

　最後に、会員の皆様の御健康、御活躍を心からお祈

り申し上げまして、新年の御挨拶とさせて頂きます。

新年のごあいさつ
兵庫県土地家屋調査士政治連盟
会　長 津　村　章　浩
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あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
～私達は
  「申年」生まれです～

①出身地はどこですか？　②あなたの住んでるまちの自慢をしてください。　③あなたの趣味は？
④調査士になったきっかけは？　⑤申年に向けた抱負・意気込みをお願いします。

①豊岡市日高町（旧八代村）
②なし
③特になし
④先輩の一言
⑤調査士として信念をもって業務に当る

①大阪
②姫路市東夢前台一丁目

夢前川沿いの昭和60年代に分譲
の新興住宅地であるが、高齢者
が多く、子供の声をあまり聞く
ことがない。北 ３ ㎞に西国２７番
札所、書写山円教寺がある

③軟式野球（古希野球）
　ゴルフ

書写山への自宅からの一人山歩き
④友人の勧めにより
⑤野球とゴルフを80歳まで続ける

こと

①宮崎県都城市
②入会した頃は約 3 万人の市民で

したが、ニュータウンが開発さ
れ今11.5万人程のまちになりま
した。
自然に恵まれ歴史ある人と自然

の調和のとれた素晴らしいまち
です。（三田市）

③読書（日本、中国、韓国の歴史書）
旅行
酒

④試験に合格したこと
⑤土地家屋調査士という未知の世

界に入って46年になります。入
会以来多くの役員や会員の方々
のお陰で今の自分があると感謝
しています。
新年を迎えるたび今年こそ補正
のない申請と考えて来ましたが

現実はそうはいかず、毎年 1 年
生のつもりで業務を行って参り
ました。
申年の抱負・意気込みは、若い
会員の方々の足手まといにならな
いよう気をつけて、スーパーシニア
時代として生きていこうと思います。
若い方々も自己を大切にして業
務に頑張って頂けたらと思って
います。

・好きな言葉として「敬天愛人」
「人生は未完成だ」

①兵庫県美方郡新温泉町諸寄（当
時は西浜村諸寄）

②「雪の白浜」もろよせの浜
きれいな石英質の砂浜です。枕
草子189段で「世にしられた浜」

と紹介されています。また、西
行法師の和歌と伝えられる「見
渡せば　沖に絹巻千歳松　波諸
寄の雪の白浜」の歌碑が、港を
見下ろす神社境内に存在します。
ただ、現在の砂浜は築港のため、
昔より小さくなっています。（美
方郡新温泉町諸寄）

③近畿の低山を単独で登っていま
す、20代より月に 1 ～ 2 回出か
けています。最近では三角点探
索が面白い。フルートの演奏は

40年続けていますが一向に上達
しません。

④中学生の頃より地図に興味があ
りました。銀行を退職して測量
の勉強をする暇ができ、資格を
取得して実家の山林田畑を測量
したいと思いました。

⑤月並ですが、測量の技術および
CADの習熟、また地図の歴史
についての知識を深め、筆界特
定の一層のレベルアップを目指
しています。

但馬支部
一幡　耕造

昭和19年 4 月 9 日生

姫路支部
黒川　豊

昭和19年 5 月20日生

伊丹支部
宮島　文夫

昭和19年 9 月19日生

但馬支部
石塚　利之

昭和１９年１０月 ６ 日生

会報
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申

申

申

申

①神戸市葺合区布引町
②揖保郡太子町は本年 9 月に40数

億円かけて新庁舎が完成しまし
た。また地図混で有名な壇特山
があります。いまだに解決して
いません。（揖保郡太子町）

③アマチュア無線等の機械いじり、
最近AVに懲り9.2CHでDVDを

見ています。
④不況の時代で就職が無く遊んで

いた所、叔父が司法書士事務所
をしていたので

⑤もう60歳、一般企業でいえば退
職なので、早く退会出来る様頑
張りたい。

①神戸市
②街並みがきれいで、大きな公園

や小さな公園が近くにたくさん
あります。

③釣り、ゴルフ、金魚・熱帯魚の
飼育、工作、英会話

④父親が測量、設計の仕事をして
いたのを見ていたので。

⑤今年は還暦だ。「 3 つ子の魂100

まで」といわれる様に自分は大
して変わっていないのに、世の
中はラジオのみからテレビ、電
卓、携帯電話、コンピュータが
次々に登場し、自動運転の車が
出来る程の変化をして来ました。
これからも世の中の変化を長く
楽しめる様、元気で生きられる
事を １ 番に考えたいです。

①加古郡稲美町
②ため池の多い所で農業が盛んな

町です。（加古郡稲美町）
③仕事一筋！
④最初に勤めた測量会社で、この

仕事が私に合っていると思い調
査士になりました。

⑤還暦の年男です。 3 月には初孫
が産まれる予定です。次回の年
男まで好きな酒を控えて元気で
頑張りたいです。

①美方郡新温泉町井土
②様々な資源がたくさんある。
（まだまだ活かしきれていない

ことを残念に思っている。）（美
方郡新温泉町）

③ジョギング、読書、勉強
④建築設計事務所に勤務していた

とき、同じプロジェクトに関係
して調査士さんが業務を担当し
ておられ、仕事の内容を知った
こと。（設計事務所の経営にプ
ラスになると思った。）

⑤毎年、何かの試験にチャレンジ

しており、合格率は低いものの
今後も変わらず新分野の資格取
得と更なる技術者（調査士以外）
としてのスキルアップを目指す
と共に、地域のための活動にも
力を注ぎたいと思っている。

西播支部
藤原　隆行

昭和31年 5 月15日生

神戸支部

加古川支部

玉川　雅文

井上　隆也

昭和３１年 ７ 月 １ 日生

昭和31年 7 月 3 日生

但馬支部
河越　忠志

昭和31年12月15日生
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申

申

申

申

①兵庫県西宮市
②私の町に、清浄で静寂な空気に

つつまれたパワースポットであ

る津門（つと）神社があります。
③我流のテニス、ゴルフ、将棋を

楽しんでおります。
④善良であると思っていた隣家の

人が、境界問題になると一方的
な主張をされるのを目にして、
境界はむつかしい事、又関与す
る調査士の腕次第で紛争は防げ
ると思ったからです。

⑤明けましておめでとうございま

す。
多くの人に助けられて今まで調
査士を大過なくやってこれまし
たが、慢心せず油断せず、真剣
白刃の上を刃渡りする気持ちで
調査士の職責を高められるよう
努めて行きたいと思います。
今年も宜しくお願い致します。

①福崎町です。
②魚とのりがおいしい明石市。東

西に長い海岸線にサイクリング
ロードが整備されています。

③自転車（ロードバイク）。釣り。
④小山光俊先生の事務所にてアル

バイトをしたこと。

⑤公私ともに充実した一年が過ご
せる様、まずは健康第一を目標
にしっかりとした体づくりには
げみたいと思います。

①兵庫県丹波市
②自然が豊かで、穏和な人が多い

町です。（丹波市市島町）
③テニス・ドライブ
④父親が調査士であり、自然と同

じ道へ

⑤調査士業務・趣味・家庭すべて
を充実した年にできるよう一つ
一つの事柄を全力で取り組みた
いと思います。

※「申年」生まれ61名の内、12名にご回答いただきました。ありがとうございました。

　江本敏彦名誉会長が
平成２７年秋の黄綬褒章を受章されました。

おめでとうございますおめでとうございます

①神戸市
②娘所属の女子バレー部が神戸市

の大会で見事優勝し、県大会へ
出場しています！（神戸市北区）

③旅行、釣り、ゴルフ、映画鑑賞
④親戚からのアドバイス

⑤子ども達の頑張りに恥じぬよう、
自らも日々専門技術の研鑽に努
めてまいります。

阪神支部

明石支部

中田　温通

中山　敬一

昭和３１年１２月１８日生

昭和４３年１２月１９日生

但馬支部
田中　亮太

昭和55年 7 月23日生

神戸支部
中西　隆博

昭和43年 2 月 6 日生
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　 ７ 月１１日～１２日に小野市市民ホールに於いて「移動

支部長会」が開催されました。

　当会は土曜日の午後から始められ、出席者は、本会

の執行部（役員）と11支部の執行部クラスの役員 ４ 名

～ ６ 名の計７０名ほどで構成されていましたが、裏方の

東播支部の方を含むと９０名位は係っていらっしゃった

と思います。会議の後は懇親会が計画されていて、大

抵の出席者は宿泊されて、会の未来を語られた事で

しょう。

　さて、会議は、議

長席に支部長会の会

長、副会長が就かれ

て、定刻に始まりま

した。役員改選で新

役員の方が多い中、

初めは緊張感が漂っ

ておりましたが、出席者全員が自己紹介される中に、

アイスブレイクな自己紹介があり、固い雰囲気がほぐ

れ、会は和やかになり、活発な討論が交わされたよう

に思います。

　議事の前半は今年の初めから議題にあげられてい

て、業界のチャンス、時代がもたらした産物ともいうべき

「空き家等対策の推進に関する特別措置法」への対

応についてでした。熱心に議論されましたが、この件は

支部、市町の行政区単位で行政に「提案書」を提出

するなどして参入していくことで結論付けられました。

　議事の後半は、総会で決定した本会の方針、各部の

事業について推進するための具体的な取り組み方法な

どが提案されましたが、この件について、出席者は

各々の立場で説明を聞いて支部に持ち帰り、支部の会

員にもれなく周知するといった内容で協議されまし

た。また、政治連盟からは「政治家の先生の活動を更

に理解していだきたい」との要望があり、司会者から

も切にお願いされて、一次会は閉会しました。

　移動支部長会は、総会で議決された事業を実施する

にあたって、具体的な手段の提案の場であり、各部の

報告の場、そして、本会と支部、支部と支部との意見

交換の場であり、年度当初のこの時期に必須の会議で

す。また、一夜研修会的な要素を持っており、会議の

後の懇親会は出席者の親交を深め、会議の内容を更に

議論し、また、確認出来る場となっているものと察し

ます。

　この会の雰囲気を是非一度は見ておきたい、また、

皆さんには知って頂きと思い、広報部担当役員一年生

という事で見学させていただきました。

　最後に、支部長会の会場準備、司会、進行、そして

議事録作成まで、全て東播支部（持ち回り）が担当さ

れました。お疲れ様でした。感謝申し上げます。

（広報部理事　佐古井　守）

移動支部長会を見学
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－土地家屋調査士会 近畿ブロック
第59回定例協議会－

　平成27年 7 月17日金曜日、奈良駅に隣接するホテル

日航奈良を会場に近畿ブロックの第59回定例協議会が

開催されました。当日は台風11号の影響で、JR山陽

線が朝から運転取りやめ、自宅周りは冠水の危険、私

の事務所の横を流れる明石川は氾濫の危険があるとい

う避難準備情報も発令されるというひどい天候でした。

特に台風の進路近くで影響をもろに受けた兵庫会は会

場入りすることすら難しい状況でした。

　今回の定例協議会は 2 年に一度の役員改選、また平

成26年度の会務報告、平成27年度の活動計画を主な議

案としたものでした。

　役員改選では全会一致で大阪会の加藤幸男会長が近

畿ブロック協議会会長に選出、兵庫会の岸本会長は副

会長、安居副会長は業務部会長、橋詰副会長は監事に

選出されました。

　近畿ブロック協議会では「単位会、ブロック協議会、

連合会それぞれに役割がある」というキーワードが何

度も繰り返されていました。確かにこれまでの一ヶ月

半、本会の理事に就任させていただいて本会が担う役

割を意識してきました。が、単位会の垣根を越えて社

会に果たすべき役割、会員に果たすべき役割が多種に

わたっていることにも気づかされました。実際私自身

も近畿ブロック協議会主催の新人研修会やADR研修

に参加したことを思い出しました。

　今年度は「空き家対策特別措置法」が施行され、益々

我々土地家屋調査士の社会的役割が重要となったこと、

近畿ブロックが一体となってその役割を各自治体にア

ピールすることを再確認しました。

　私の所属する広報部に関する事業としては、大学寄

附講座が今年度より和歌山大学での実施（和歌山会主

催）が新たに報告されました。これにより近畿ブロッ

ク協議会主催では立命館大学、京都会主催の京都産業

大学・京都女子大学と合わせ四大学に広がりました。

次は我々の兵庫県内でしょうか。

　会議に引き続き管区法務局長表彰、近畿ブロック協

議会会長表彰・感謝状の授与が行われました。

　私自身、近畿ブロック協議会といえば「ソフトボー

ル」「ゴルフ」の親睦事業しか意識していませんでした。

もちろん親睦事業の重要性はいうまでもありませんが、

それ以外にも多くの事業が執り行われていることを改

めて知ることとなり、単位会だけでは処理し得ない案

件を近畿ブロックという大きな器で対応していくこと

の重要性を認識させられました。

　協議会終了後には同会場にて親睦会が開催されまし

た。普段ではお会いすることもなかなか無い他府県の

会員とお話をさせていただく機会は貴重な経験でした。

その後Facebookにて個人的に関係を築くことができ

るのも現代ならではでないでしょうか。

（広報部長　中山　敬一）
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境界問題相談センターひょうご手続き実施者説明会

「センター手続に関する概要説明他」

講　師：三嶋前センター長

日　時：平成27年 7 月25日（土）11時00分～

場　所：兵庫県土地家屋調査士会　 3 階会議室

境界問題相談センターひょうご研修会

「センター取扱手続における事例研修」

講　師：センターひょうご推進委員会

日　時：平成27年 7 月25日（土）13時30分～

場　所：兵庫県土地家屋調査士会　地下会議室

　

　午前中、新任関与構成員を対象にした手続き実施者

説明会が開かれ、三嶋前境界問題相談センター長より

実際の調停室などを見学しながらセンター手続きに関

する概要説明が行なわれました。受講者からはおおよ

その流れは掴めたとの評判の良い声をお聞きしまし

た。あとは実践あるのみということで、午後からは、

センター取扱手続における事例研修とし、推進委員等

による受付面談・相談・調停のデモを行ない、受講者

は自身が各担当員になったつもりでご覧頂いて受付面

談調書・相談調書・調停期日調書・和解契約書を記載

して頂く、という半参加型の模擬調停を行ないまし

た。半参加型ということもあり、真剣にデモをご覧頂

きました。

　デモの要旨は「隣地による石垣の越境トラブル」と

し、中井センター長も急遽出演して頂きました。詳細

な進行は出演者任せとしたため、申立人の思わぬ発言

や予想外の展開に笑いが起こることも多くありまし

た。また、調停成立するか不調になるかの結論はその

場で決まる為、目の離せない研修となりました。ま

た、出演者には敢えて間違えた言動を取ってもらうな

どして印象付けを行ないました。

　皆さんそれぞれ疑問点をお持ちのようで、質問も多

数頂くことができました。（例：受付面談において、

担当調査士が名乗ることについて。境界問題以外の近

隣トラブルを取扱うことについて。等）

　今回の研修を通して質問や意見が多数出てきたこと

は非常に重要なことだと思います。必ずしも、明確な

答えがあるわけではない場合もありますが、センター

として一定の見解を示すことによりご理解頂けたので

はないかと思います。

　また今回は、受付面談・相談・調停を １ つの事案に

絞り一連の流れでデモを行ないましたので、それを踏

まえた意見もありました。（例：受付面談・相談・調

停と担当調査士が代わるごとに何度も相談者に同じ説

明をさせるのは如何か。等）

　会場には相談員や調停員の経験が豊富な方やそうで

ない方もいらっしゃいますが、調停の具体的な流れを

理解頂き、調停の難しさややりがいを感じながら、今

回調停成立の疑似体験によりスキルアップできたので

はないでしょうか。

　最後に、今回の研修において限られた時間の中で的

確に調停成立に導いて下さった調停員、思い思いに主

義主張をしてくださった申立人・相手方、受付面談

員、相談員、その他研修にご協力頂いた方々、ありが

とうございました。お疲れ様でした。

（推進委員　横田　史生）

境界問題相談センターひょうご研修会
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　平成２７年 ７ 月２６日、神戸市勤労会館 ７ 階にてパー

フェクト相談会に相談員として出席してきました。こ

のパーフェクト相談会には弁護士、公認会計士、税理

士、弁理士、不動産鑑定士、建築士、司法書士、土地

家屋調査士、社会保険労務士、行政書士が参加してお

り、多種多様な相談にノンストップでお答えできる相

談会であります。

　聞くところによると前年度は３０件余りの相談であっ

たところが、今年度は６０件の相談があったとのことで

ありました。

　土地家屋調査士の関わる相談としましては、前年度

が １ 件なのに対し、今年度は ７ 件の相談があり、参加

していました中山広報部長、佐古井理事、廣田の三名

での対応ということもあり、休みなく相談を受けてい

る状態でありました。

　相談の席では弁護士の方と同席することが多く、

我々土地家屋調査士とは少し違った切り口や目線で相

談を受けており、大変勉強になり今後の業務に活かせ

ることもたくさん学ぶことができました。

　また相談会後の懇親会の席では、普段あまりお話し

する機会のない資格の方々とも日常の業務などの話が

でき、交流を図ることができました。

　今後このパーフェクト相談会をより広く世間に知らしめ

て、より多くの相談者の方々に来ていただき、またそう

なったら会場や相談日数を増やすなどの工夫をして、

一人でも多くの相談者の方と我々土地家屋調査士とが

接点を持てる機会が増えればいいなと感じました。

（広報部員　廣田　隆徳）

お悩みパーフェクト相談会
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　この度、新入会員にもかかわらず、インターンシッ

プ生を受け入れさせて頂きました。当事務所は要請元

である神戸学院大学有瀬キャンパス前で父と親子経営

しており（現在は私のみ神戸支部に移動しましたが）、

地元業者としての使命感と、若年層を雇用した際の接

し方を体験してみたかったという雇用対策の一環から

受入れの申し込みをさせて頂いた次第です。

　今回受け入れた学生は２１歳。私は普段は若い人とい

えば夜に食事等で行ったお店のスタッフくらいしか接

した事がなく、どこから教え、どう接したら良いのか

と会う前は悩んでおりましたが、そんな不安は １ 日目

に払拭されました。

　挨拶はもとより敬語も一般社会人レベルに話せ、最

低限の事も教える必要が無い程でした。 ３ 日目からは

電話応対、来客時のお茶出しも特別指導することなく

卒なくこなしておりました。元々不動産業界へ就職志

望との事でしたので、土地家屋調査士がどのように不

動産業界と関

わっているか

説明し、取引

先の不動産屋

へ同行して頂

いたほか、思

い出作りとし

て終盤には市役所２７階の議員事務所へ表敬訪問の体験

をして頂きました。

　逆に考えてしまったのが、土地家屋調査士の実務を

どうやって体験し、そして理解して頂くかが困難でし

た。

　測量体験なら測量会社に行けばよい事ですし、登記

平成２7年度 インターンシップ

インターンシップ生受け入れ体験記

平成27年 8 月１7日～ ８月28日

明石支部　梅田　啓人

　前年に引き続き、平成27年度のインターンシップ生

受け入れは兵庫会単独で行いました。今回は応募学生

が 2 名と少なくなってしまいましたが、昨年と同じ大

学より応募がありましたので、当事業が一定の評価を

いただいていることの表れであると自覚するとともに、

その責務の大きさを実感いたしました。

　 8 月17日から28日までの二週間に渡り、神戸学院大

学の学生 2 名を受け入れました。学生の居住地からで

きるだけ近い明石支部の会員 2 名に受け入れ事務所と

してご協力いただきました。この場を借りてお礼申し

上げます。

　このインターンシップ事業は主に三回生の学生が就

業体験を通し、近い将来の就職活動に活かすための場

であります。また我々土地家屋調査士にとっては資格

そのものを知ってもらうと同時に、大学をはじめとす

る教育機関、学生・児童という次世代を担う若者に向

けた重要な広報活動でもあります。

　今後はこのインターンシップ事業を始めとして、さ

らに多くの学生・児童に向けた広報活動の幅を広げて

いくことが重要であると確信しています。会員の皆様

にもご協力をいただく場面が多々あると思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

（広報部長　中山　敬一）

平成27年度
インターンシップを受け入れて
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１ ．体験実習を通じて感じ、気付いたこと

　実習する中で、人間関係が仕事をするときとても重

要になっていると感じました。従業員同士が協力して

作業するときも、お客様からの仕事を受けるときも、

話し方や態度に気をつけておられ、その結果がお客様

の信頼に繋がり、仕事の依頼がきていると思いました。

責任の重さもアルバイトとは違い、資料一枚の取り扱

いにも注意を払い管理も徹底していました。マナーの

面でも名刺の受け取り方や時間厳守やエレベーターの

中など学ぶ場面はたくさんあり今の自分には何ができ

ていないかに気付くことができました。

２ ．今後、学業の中で活かしたいこと

　マナー面はもちろんのこと仕事に対する姿勢や考え

は、普段の勉強だけでなく就活にも活かしていけると

思います。実習の中で不動産の事務所にも連れて行っ

て頂きました。将来の目標とする職場を見せて頂き、

また事務所の方からお話も聞けて、実際にする仕事も

少し見せて頂きとても参考になりました。また土地家

屋調査士としての仕事もほかの関わりのある仕事も自

分の知らなかった仕事が知れてよかったです。

３ ．実習でお世話になった方々へ一言

　梅田社長を始め梅田会長、金尾さん、たくさんの方

にお世話になりました。この仕事の知識の少ない私に

教えるのはとても大変だったと思いますがみなさん丁

寧に教えてくださいました。インターンの私の将来の

ことも考えてくださって、学生ではなかなかできない

ような経験をさせて頂きました。短い間でしたが本当

にお世話になりました。ありがとうございました。

インターンシップ体験実習レポート 神戸学院大学　岡田　大亮

についてだけなら司法書士事務所に行けばよい。土地

家屋調査士の存在意義をいかに伝えるかということに

試行錯誤致しましたが、最終的には土地家屋調査士の

業務の主である「境界のスペシャリスト」として、「ど

うやって境界を確定しているのか」といった内容に重

点を置きました。

　幸い、取り掛かっている現場が終盤で、立会い⇒杭

入れ⇒筆界確認書作成といった一連の作業がありまし

たので、そこに参加して頂き、何故こういった手続き

が必要なのか、またその重要性を説明致しました。

　他の現場では、実測求積図の作成依頼がありました

ので、現地構造物から想定される境界線の考え方をレ

クチャーし、インターン生がミラーを立てて測量した

現場がどのようにして図面として出来上がるかまでの

解説を行いました。やはり、参加した現場の図面が出

来上がると理解しやすかった様です。

　 ２ 週間で土地家屋調査士の業務を体験して頂くとい

うのはとても難しく、どこまで伝わったか分かりませ

んが、少なくとも土地家屋調査士の存在とその重要性

は伝える事が出来たと自負すると共に、今回の素晴ら

しい出会いと、私自身も土地家屋調査士の業務の意義

を見つめ直せる貴重な体験をさせて頂いた事に大変感

謝致しております。

　また機会がありましたら、喜んで受け入れさせて頂

く所存であります。誠に有難うございました。
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　インターンシップ生として神戸学院大学法学部法律

学科 ３ 回生の山下祐生君を受け入れさせていただきま

した。当初支部の会合で、受け入れ事務所募集の話が

ありましたが、自分には関係がないと聞く耳をもって

おりませんでした。数日後、中山広報部長からインタ

ーンシップ生を受け入れてみないかと直接お電話をい

ただきました。正直、私のような未熟者が何を伝える

のかといろいろ考えましたが、未熟者だからこそ伝わ

る何かがあるかもしれないと思い受けさせていただく

ことにしました。

　事前に山下君の顔写真の白黒コピーだけを見ていま

したが、入校式当日、対面すると男前の好青年なこと

にまずビックリしました。免許証のコピーとかで人相

悪く見えることを忘れていましたし、そもそも私自身、

人の見てくれをとやかく言える立場ではないことを改

めて思い出し反省…。

　 ２ 週間では調査士業務を伝えきれないことは明白な

ので、社会人としての仕事に対する情熱や、人や社会

とのつながり方、何のために仕事をするのかというこ

とをお伝えし、その中で少しでも土地家屋調査士の魅

力を感じてもらえればと思い臨みました。

　初日の雨にはじまり、次の週には台風にもみまわれ、

雨天がちであったため建物調査や内業、外回りが主で

した。宅地建物主任者の資格を持っていたので、業界

用語もそれなりに通じる状態でしたので、未経験の補

助者に一から説明するよりも非常に楽でした。不動産

登記法、民法、道路交通法などについて議論しました

が、なかなかセンスの良い２１歳でした。調査士業務だ

けではなく地域のボランティアにも参加してもらい、

他人のために行動している人たちとふれあいの時間も

設けました。台風の日は、昼過ぎには業務をあきらめ、

ゴルフ練習場に行きました。当然お客さんはガラガラ、

風雨でびしょ濡れになりながら初体験のゴルフ練習を

堪能してもらったことで、トラウマにならなければい

いなと思っています。

　あっという間の ２ 週間が終わり、伝えきれなかった

ことがたくさんあり、残念でなりません。工程の練り

方が甘かったと後悔しました。しかし、最終日には笑

顔でお別れが出来たのでホッとしています。この ２ 週

間のおかげで私自身が日々の業務について改めて向き

合い、この仕事の良さを改めて見つめ直すきっかけと

なり、今後の土地家屋調査士の発展に活かしていきた

いと思うようになりました。何より自分が得たことの

方が大きかったと感じております。貴重な体験をさせ

ていただきありがとうございました。

インターンシップ生を受け入れて 明石支部　水田　直樹

出陣前

観測状況
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１ ．体験実習を通じて感じ、気付いたこと

　この実習を通じて、一番大切に感じたことは人間関

係の大切さです。仕事を依頼していただいたお客さん、

法務局の職員、弁護士、司法書士、いろいろな人との

関わりの中で必要とされる仕事なんだと思いました。

また、登記という、人の財産に関わる事務を扱うこと

は、とても大変で責任のともなう仕事であるとわかり

ました。社会人としての礼儀、責任、人間関係、これ

らのことがいかにこれから就職する上で大切であるこ

とが実習で学ぶことができ、学生の内にこのような自

覚をもつことができて、この実習で今後に生かすこと

ができることを多く得たと感じました。

２ ．今後、学業の中で活かしたいこと

　これから就職活動などいろいろなことがあると思い

ますが、今回の実習で得たものを活かしていきたいと

思います。どんな職業に進むかはまだ明確ではありま

せんが、どんな仕事にも共通して今回学んだことが活

かせると思うので、今後の生活でそれを意識していき

たいと思います。そして、社会人となった時には水田

さんのような素晴らしい人となれるように、今の内か

ら人間関係や自分の行動に責任を持って、これからの

生活に取り組んでいきたいと思います。

３ ．実習でお世話になった方々へ一言

　 ２ 週間お仕事お忙しい中いろいろと教えていただき

本当にありがとうございました。水田所長、直樹さん

のお ２ 人には大変貴重な体験をさせていただいたり、

お話を聞かせていただきました。この経験を将来役立

てられるように頑張りたいと思います。そしてこのご

恩を返せるような人間になって、いつかお会いできた

らいいなと思っております。

インターンシップ体験実習レポート 神戸学院大学　山下　祐生
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平成２７年度 新入会員研修会 

受講者アンケート集計結果

開催日：平成27年 8 月21日～22日

場　所：本会地階会議室

受講者：13名（回答者13名）

①開催時期は、適当でしたか。

1 ．適当………＜１２＞

＜理　由＞

・金曜日の午後、土曜日と段取りがとりやすかった。

2 ．不適当……＜ １ ＞

＜理　由＞

・盆休み明けで忙しいので、休みが少ない時期が望

ましいです。

②講義時間は、適当でしたか。

1 ．適当………＜１３＞

2 ．不適当……＜ ０ ＞

＜理由＞

・時間割が適切。

③全体的なカリキュラムの印象は、いかがでしたか。

1 ．良い………………………＜１３＞

2 ．良くない…………………＜ ０ ＞

3 ．どちらともいえない……＜ ０ ＞

④印象に残った講義があれば、記載してください。

（複数可）

・オンライン申請（ ２ ）

　→まだオンライン申請をしたことがないので。

・ADR相談センターと認定調査士

・青年土地家屋調査士会の活動（ ２ ）

→ドローンを使っていろいろできることが分かった。

・地籍に関する研修（ ２ ）

→添付いただいた資料がわかりやすかったです。

→豊富な資料と経験に基づいた講義で大変ために

なりました。（資料についての説明、取得場所等）

・報酬額について（ ３ ）

・区分建物の業務と調査報告書の書き方

→区分建物の登記をしたことがなかったのでため

になった。

・綱紀委員会と最近の事例

→実務に直結する講義が多く、全体的に興味を持っ

て聞くことができました。自分を律するという意味で

正心綱紀委員長の講義は印象に残っています。

⑤理解しにくかった講義があれば、記載してくださ

い。（複数可）

・土地の業務と調査報告書の書き方

→具体的な説明を聞きたかったです。

・ADR相談センターと認定調査士

→中井先生のお話は分かりやすかったですが、自分

自身の勉強不足で全体像の把握ができなかった。

・報酬額について

⑥設けて欲しかった講義があれば、記載してください。

・実務のやり方、流れなど（資料取集から実際どの

ようにされているかなど）

・戸籍について（見方、沿革等）があれば良いと思

いました。
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⑦今回の研修会で、受講者、講師、役員と情報交換、

親睦を図れましたか。

1 ．図れた……………………＜１１＞

2 ．あまり図れていない……＜ ０ ＞

3 ．無回答……………………＜ ２ ＞

⑧当研修会、懇親会含め全体の意見、感想があれば、

記載願います。

＜感　想＞

・ありがとうございました。（ ２ ）

・とても有意義な研修でありがとうございました。

・大変ありがたく思います。

・大変ためになりました。

・他支部の方とあまり接触する機会がないのでこの

ような研修で親睦を図れてよかったです。

・諸先輩方の貴重なお話をたくさん伺うことがで

き、素晴らしい 2 日間となりました。ありがとう

ございます。

・講師の情熱を感じました。長時間にわたりお疲れ

様でした。

＜意　見＞

・もう少し時間があると良かったかと思います。

・懇親会は立食のほうがいろいろな方と話せるので

は、と思いました。
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支部別・相談内容別集計表

相 談 内 容
神

戸

阪

神

伊

丹

尼

崎

姫

路

加
古
川

明

石

西

播

但

馬

東

播

淡

路

合

計

土

地

表題登記に関すること 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

境界等に関すること 2 0 1 1 12 5 3 1 2 1 6 34

分筆・合筆・地積更正登記に
関すること 1 0 0 0 0 1 2 1 0 0 1 6

地目変更登記に関すること 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

区画整理事業等に関すること 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 2 5

計 3 1 1 2 12 6 7 4 2 1 9 48

建

物

表題登記・増築登記等に
関すること 1 0 0 0 10 1 0 1 0 0 1 14

滅失登記に関すること 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分建物に関すること 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 1 1 0 0 10 1 0 1 0 0 1 15

そ

の

他

相続・贈与・売買等・所有権移転
登記に関すること 10 0 0 24 32 0 0 7 0 0 1 74

税金等に関すること 0 0 0 1 0 0 0 8 0 0 0 9

住所変更に関すること 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 2 5 29 0 0 4 0 0 1 41

計 10 0 2 30 61 0 0 19 0 0 2 124

相談件数合計 14 2 3 32 83 7 7 24 2 1 12 187

平成27年度

「法の日」無料登記相談
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無 料 登 記 相 談 会 場 風 景

明石支部

西播支部

但馬支部

尼崎支部

～たつの会場～

～宍粟会場～

～相生会場～

姫路支部
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　平成18年より「筆界特定制度」が始まって早10年に

なろうとしている。この間、私は 1 回だけ筆界特定を

代理人として申請し、申請人の主張線に近い位置で特

定され、分筆登記完了までこぎつけ、大変お世話に

なった。そして今、ご依頼を受けている事案（地積更

正登記）が進む中、代理人として ２ 回目の筆界特定申

請が濃厚な状態になり、改めてこの制度を勉強しよう

と、いつもより気合を入れ、前から ２ 番目の席に座り

この研修に臨んだ。

　研修前半は、神戸地方法務局不動産表示登記専門官

の西海隆宏様よりご講義を賜った。内容は筆界特定制

度の具体的事例を交え、「筆界特定したが、判決でく

つがえった事案」という、貴重な事案の説明を受け

た。

　まず大前提として、筆界特定制度は、「筆界特定登

記官の認識の表示」であり、「行政処分としての効力

はないものの、公的機関が筆界を判断する行為で証明

力を有する」ものである。その制度で筆界調査委員と

して関わる土地家屋調査士は、「重要なポジションに

いる」事を感じた。あらゆる資料を収集し、分析し、

どう結論を導き出すのか、土地家屋調査士の腕の見せ

所である。研修中、以下の話題（抜粋）がでた。既提

出の地積測量図（事案では昭和37年、43年作成。三斜

面積計算及び辺長記載あり）をどう取り扱うか、ス

ケールアップか、現地での測量結果か否かの判断。地

元に昔から存在する古図の重要性。空中写真からの判

定は欠かせない。申請人に不利な特定線が判定される

事が濃厚な状態で、特定前に申請人に伝えるか（取下

げの機会を与える）等の判断。どれも興味深い内容で

あった。

　研修後半は、中井富子副会長より、筆界特定制度の

申請手続きについて説明を受けた。冒頭述べたとお

り、今ご依頼を受けている事案が進む中、代理人とし

て ２ 回目の筆界特定申請が濃厚な状態になっている私

にとっては、筆界特

定申請をイメージし

ながら、論点を整理

でき役立ったのは言

うまでもない。

　ここで筆界特定制度への私の所感ですが、分筆登

記、地積更正登記、地図訂正申出が可能になる反面、

せっかくの筆界特定線を現場に示すための筆界標設置

が原則できないのが何ともモドカシイと感じておりま

す。

　最後に、近々、筆界特定に代理人として申請予定で

ある私にとっては、タイムリーかつ非常に役立つ研修

内容であり、感謝申し上げたい。

（明石支部　藤本　明生）

「筆界特定の実務及び具体的事例について」に参加して
平成２７年度 第 １回選択研修会

平成27年10月 6 日（火）
あすてっぷKOBE　セミナー室 １・ ２

21２０１6・1・No. ５54　●

会報



　これまで縁のなかった「境界問題センターひょう

ご」（通称センター）の研修に初めて参加した。今回

の講師は、司法書士の迫田博幸先生。先生は過日まで

土地家屋調査士も兼業されており、土地家屋調査士と

しての経験も豊富とお伺いしています。同じ土地家屋

調査士の大先輩から貴重なお話をいただけることに感

謝いたします。

　今回の研修テーマは「紛争解決に学んだこと」。裁

判所の調停員として長年携わって来られた経験から得

られたエッセンスを講義していただきました。単なる

土地家屋調査士とし

ての紛争解決ではな

く、「人」としての

紛争解決を軸に、多

面的な紛争解決方法

をご教示いただきま

した。

　「紛争とはそもそもなんであるか。モノの見方は人

それぞれである。これはそれぞれの人に正義（モノの

見方）があるということに由来したものである。「紛

争」では「納得」を出発点とし、お互いの認識をそれ

ぞれが「納得」することから「解決」がスタートする

のだ。人が人として生活を営んでいく上で、紛争を避

けることはできない。自分自身を振り返れば、自分の

中にでさえ矛盾を常に抱えているはずなのだ。」

　この冒頭の定義づけの部分ですでに、私はこの講義

に惹きつけられてしまった。紛争解決と簡単に表現す

るが、その間に両者間の納得がなるほど必要なのだ。

他人の意見を認識する重要性。それは我々が業務遂行

する上、また生活する上でも重要であろう。

　紛争解決のプロセスで（だけに限らず）最も重要な

ことは、「最初に当事者の話を十分聞く」ということ

であり、その結果がその調停を左右するといっても過

言ではないのだそうだ。話の冒頭には当事者が一番問

題とする事象が含まれている。それらを聞き漏らさな

いように心がけることが大切なのだ。ついつい自分の

調査結果や報告を伝えたいばかりに、相手方の意見を

聞きそびれてしまっていることはないだろうか。

　相手と対峙するときの心構えとして、自分自身の癖

を理解することも大切である。今回の講義中、休憩時

間を利用して「コンフリクト・マネジメント」のテス

トを行った。これは自分自身が紛争解決を行う時の姿

勢を点数で評価するものであり、自分自身の癖がおお

まかに判定できる。私自身は「強制（自分の意見を押

し付けやすい）」の評価ポイントが高かった。性格的

に十分予測できる範囲であったので、今後も引き続

き、相手方と対話する時には十分注意していきたい。

　他にも「討論ではなく対話を」「相談からクレーム

への変化」「専門用語の使い方」など、かなり実践的

なアドバイスをいただいた。これらはセンターにかか

わりのあることだけにとどまらず、土地家屋調査士と

しての基礎を再度確認し、忘れていた姿勢を取り戻す

いい機会となった。

　今後、土地家屋調査士が「実務家」として生きてい

くためには、「境界の専門家」だけではなく「対話の

専門家」でもあるべきと説いていただいた。これは全

境界問題相談センターひょうご
　　　　　運営細則第９条に基づく研修会 平成27年10月16日（金）

本会地下会議室
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く同感です。対話（会話）はクライアントのみなら

ず、相隣関係者との信頼関係を築く上で最も重要なポ

イントであると思う。

　今回迫田先生のお話を聞く機会が得られて本当にあ

りがたかった。これまでは漠然と「会話」していた部

分をもう一度見直し、普段の業務でも気を付けていき

たい。さらには「実務家」を目指すように努力を続け

ていきたいと思います。

　最後に余談として「会話の構築に対するテクニッ

ク」を紹介していただいた。目からウロコの様々なテ

クニック。普段の夫婦生活に十分活用できるような高

等テクニックが披露され、会場から笑い声も漏れ聞こ

えてきた。ちなみに、家に帰ってすぐに実践してみた

ところ、なるほどと思わされる場面がちらほらと。迫

田先生重ねてありがとうございます。

（推進委員　中山　敬一）

測量機械・製図機・コンピュータ
事務機・事務用品・販売・修理

有  限
会  社 システム測器 40×40×5mm 60×60×5mm

＊神戸市（道路）境界票他各種取り揃えております。
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迷スライディングで勝利をゲット！迷スライディングで勝利をゲット！
本会ソフトボール大会

　10月24日（土）に本会ソフトボール大会が開催され

ました。私にとってソフトボールは得意な種目ではあ

りません。小学校時代は一応地区のソフトボールチー

ムに所属していましたが、レギュラーにはほど遠く、

6 年生の最後の試合で、代打で三振した記憶しか残っ

ておりませんでした。なので、怒られるかもしれませ

んが雨が降って中止になれば・・・なんて少し心の奥

で思っていたかもしれません。

　 2 年前の本会ソフトボール大会では、我が明石支部

が優勝しました。その時は、私は少し出させて貰いま

したが、ヒットもなく散々でした・・・が、応援は一

人前に頑張りました!!と思います。明石支部はとにか

く凄いんです。何が？　それは、年配の先生（失礼し

ました）ベテランの先生方のソフトボールがうまい

事!!　びっくりしました。だから今年も私は応援で頑

張ろうと思って、軽い気持ちで参加表明しました。私

の考えでは、代打で 1 ・ 2 回出させて頂くぐらいかな

と思っていたので、一度だけバッティングセンターに

行き、ヒットやホームランを打つラインを想像しなが

ら、練習とも言えない練習をしたっきり何もせず、ソ

フトボール大会の日がやってきました。

　『サード　釜江くん』!!『え！』　監督からの指示に

びっくりです。心臓がバクバクです。『な・なんで～

～～～！　サ・サード？　もしかしたら一番強烈な

ボールが来るポジションやん。外野の外野がいい』と

口に出せるはずもなく、心の叫びであり、監督が決め

たことだからきっと何か考えが・・・ある?? とりあ

えず、ボールが来ないことを願っていよう。と思って

いたら・・・即効で強烈な当たりが来る!! もちろん

取れない!! どうしよう。迷惑をかけてしまう。その

内監督から交代の指示があると期待しよう。と甘い考

えでいましたが、交代なし！　幸い、私のふがいなさ

を皆さんにカバーしていただき、明石支部は決勝トー

ナメント進出が決まりました。

　決勝トーナメントの 1 試合目は、なんと 2 年前の決

勝で戦った加古川支部。 1 回から強烈なヒットなどで

点を重ねていく加古川支部。やはりここまでか・・・

と思いきや、明石支部も食い下がってなんとか点を重

ねていきます。点を取り取られ、あきらめない根性・

精神・気合いが身に染みて伝わってきます。リードし

たまま最終回に入り、このまま押さえれば勝利という

光が見えてきたところ、加古川支部、粘りの同点

劇！ 次は後攻である明石支部の最後の攻撃です。 1

アウト！　 2 アウト！で私の出番。（なんでこんな大

事な場面で!!）何とでもなれ、とばかりにバットを振

ると、なんとヒットになりました。 1 塁に行ったとこ

ろで、ふと『自分がホームベースを踏めばサヨナラ勝

ち・・・・え～～～、やってしもうた。責任重大や』

と思っても時既に遅し。
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　次の打者はフォアボールで、ランナー 1 ・ 2 塁。 2

アウトなので次の打者が打てば何が何でも全力でホーム

に突っ走らないとダメだと思っていると、なんとセンター

前ヒット!!　打った瞬間にサードに向かって全力疾走。

『回れー!!』と声がかすかに聞こえたので、サードベー

スを回りホームに向かって行くつもりが・・・あれ?? 足

が言うことを聞かない。体重が重い私がセカンドからサー

ドへ全力で走った為、90度の方向転換ができなかった

のです。（そんな練習してないんやもん！）でも、こん

なところでこけたら、一生後悔する（いや何か言われ

る）と思い、何が何でもこの体をホームベースに持って

行くんだ～～と、自分がどのような形でホームベースへ

行ったのか覚えておりませんが、体中の服が真っ白に

なるぐらい回転しながら（周りの人は爆笑？）ホームに

突っ込んだらしいのです。

　『セーフ!!』　サヨナラ勝ちです！　勝ったから良

かったものの、これがアウトだったらと想像するだけ

で、怖い。でも、良かったーーーーーーーーー！

　その後の決勝戦にも勝利し、明石支部が優勝しました。

　祝勝会では今までになく美味しいお酒を満喫し、そ

の上、僭越ながら、明石支部のMVPまで頂きました。

でも、本当のMVPは明石支部有志であります。みん

なが一丸となって、守り・走り・応援する。本当に感

謝しております。ありがとうございます。

　実は、加古川支部との最終回、 2 アウトランナー

1 ・ 2 塁（ 2 塁は私）の時、代走の話が出たのです

が、監督が『釜江に掛ける』と言われたそうです。監

督は既にこの展開を予期していたのでしょうか!!

　今年で、本会ソフトボール大会は終わりと聞き、残

念です。またこういう機会があれば参加したいと思い

ます。

　この親睦事業開催の関係者の方々、参加された皆さ

ま、大変お疲れ様でした。

（明石支部　釜江　健太）

優勝の明石支部

決勝戦
明石－但馬
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　 7 月19日・20日の二日間に渡り、神戸メリケンパー

クにおいて『Kobe Love Port・みなとまつり』が盛

大に開催されました。

　『Kobe Love Port・みなとまつり』は、神戸のまち

が誇る海と港に感謝を捧げ、神戸のまちのさらなる発

展を願うとともに、市民の皆様に愛されるまつりを目

指して、平成14年より開催されています。（『Kobe 

Love Port・みなとまつり』HPより）

　神戸支部では、

その中のブースを

一つお借りし、参

加して参りました。

　まつりという性

格上、単なるPR

活動では全く面白

味に欠けるので、「輪投げゲーム」「距離当てゲーム」

を用意し、参加者には兵庫県土地家屋調査士会神戸支

部オリジナルパッケージのお菓子「チロルチョコ」「う

まい棒」、大阪土地家屋調査士会北河内支部ご協力の

もと神戸支部にて手作りした「くいのすけストラッ

プ」、兵庫県土地家屋調査士会からご提供していただ

いた「境界杭型のオリジナル鉛筆」、日本土地家屋調

査士会連合会からご提供していただいた「地球儀型の

オリジナルボ

ール」等をプ

レゼントする

ということに

しました。

　初日19日の

早朝は西日本

を縦断した台風11号の余波で大雨が降り、まつり自体

どうなることかと不安な始まりではありましたが、開

始早々天気が回復。お昼からはかなりの人出となりま

した。

　輪投げゲームは発砲スチロールにプラスチック杭を

差し込んで作ったものです。中には「さすが調査士さ

んやな～」とそのデザインを絶賛して下さる方もおら

れました。途中からルールを「 ３ 個入れないとお菓子

は差し上げませんよ～」と決めたところ、子供たちだ

けでなくその親御さんも真剣に挑戦していただくこと

Kobe Love Port・みなとまつりKobe Love Port・みなとまつり
神戸支部

26●　２０１6・1・No. ５54

会報



ができました。

　距離当てゲーム

は、約20ｍ離れた

街 路 樹 ま で の 距

離・ 約900ｍ 離 れ

たビルまでの距離

を予想していただ

き、実際に一緒に

測距しました。近

い予想をされた方

にくいのすけストラップや地球儀型ボールなどを差し

上げました（実際はほとんどの参加者に差し上げまし

たけど・・）。ビルまでの距離の予想では、日頃土木

関連の測量をされている方が参加され大きく外してし

まい「あちゃ～」と大笑いされていましたが、その一

方家庭の主婦がほぼピッタリの予想をされ、これもま

た大盛り上がりでした。

　二日間とも土地家屋調査士ブースは長蛇の列になり、

付近では一番盛り上がっていたとの噂も・・。

　本会からご提供いただいた各種パンフレットを使っ

てご来場いただいたたくさんの方々にＰＲ活動を行う

ことができました。

　最近では今回ほどの規模でＰＲ活動を行えたことは

なかったのではないでしょうか？

　ここにご来場いただいた方に心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

　来年度も機会があれば支部として積極的に参加させ

ていただきたいと思っています。

（神戸支部　大野　信之）
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　夏休みの宿題も大詰めの 8 月29日、但馬支部の親睦

事業を新温泉町の但馬牧場公園で、総勢42名の参加を

いただき実施しました。

　受付でスタンプラリーのカードをもらい早速スタン

プ集めに出発、リフトで愛宕山山頂へ。山頂からの眺

望は少し霞んでいて日本海は見えませんでしたが、山

頂の三角点はしっかりと確認。みんなスタンプは集ま

ったかな？

　お待ちかねのバーベキュー大会では本場の但馬牛に

舌鼓を打ちました。おなかが満たされたところで、ビ

ンゴ大会、ジャンケン大会、さらに芝生広場でのスイ

カ割りととても盛り沢山な内容で、子供も大人も大満

足の一日となりました。

　今回の事業実施に協力いただきました全ての皆様と、

参加して盛り上げていただきました全ての皆様に感謝

とお礼を申し上げます。

　ありがとうございました。

（但馬支部長　大森　良明）

牧場公園の散策 ＆ バーベキュー大会
但馬支部親睦事業
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　現在、青年土地家屋調査士会は、全国50会の内、25

会で組織されています。毎年、他の青年会が組織され

ていない地域も含め、全国青年土地家屋調査士大会

は、日本の何処かで 1 回開催されるわけですが、2015

年は、10月に熊本にて開催され、270名もの土地家屋

調査士が一同に会しました。各地でもブロック単位で

青年大会が行われており、九州ブロックの青年大会が

有名です。今回が初の開催となります中国ブロック大

会に、講師として参加して参りましたので、レポート

致します。

　テーマは、UAV「ドローン」・GNSSの今後、 3 D

モデリングについてです。下関支部の会員の方々と合

同で開催され、90名を越す方々が参加されました。今

年の流行語大賞候補にノミネートされるほど一般的に

知られることとなりました「ドローン」ですが、土地

家屋調査士がどのように利用して行けば良いのかと言

うことを軸として、飛行方法、法律、計画、機能、種

類、予算、注意点などをまとめました。GNSSにおい

ては、従来の測位方法、種類、特徴に加え、11月26、

27、28日と開催された、G空間EXPOで新たに紹介さ

れたQZSS（LEX/L 6 ）を含めた基準点測量及び、

ジオリファレンス用の標定点（GCP）測量に用いる

実例紹介をしました。また、ドローンで取得された写

真から 3 Dモデルを生成し、QGISで断面図を作成す

る事例を説明しました。

　一部、既にドローンを所持している方々もいる中

で、最後まで参加された方々は、熱心に聞いていただ

き、終了後の質問も沢山していただきました。

　続いての懇親会でも、様々な質問をしていただきま

して、これからの注目度が伺えます。熱心な青年会の

面々と美味しいお酒、非常に盛り上がりました。

（兵庫県青年土地家屋調査士会

副会長　藤井　十章）

第一回青年土地家屋調査士中国ブロック大会第一回青年土地家屋調査士中国ブロック大会
青調会だより
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幕引き…その時はいつ？

　歳を重ねるとともに「果たして何歳まで現役を続け
ていけるのだろうか」ということを考えるようになっ
た。この歳になれば「続けていける」ではなく「引退
すべきか」という方に視点をおいて考えなければなら
ないのかもしれない。
　「引退」については、仕事もあり趣味もあり、いろ
いろな分野でいえる言葉であります。スポーツや芸術
の分野にあっては、現役引退後も指導者としてその能
力を発揮できる道はあります。
　もちろん、仕事に関しても引退（退職）後も後継の
育成のために活躍されている人もいますが、引退後は
きっぱり身を引く人が多いように思います。現役を退
くという決断をするに際して、人は何をもって“引退”
の判断をするのだろうか？　仕事に関してでは、家庭
環境・体力・気力・人生設計・経済面などいろいろな
ことを考え、スポーツなどでは体力・気力などを主に
考えるのではないでしようか。会社勤めのサラリーマ
ンにとっては、単純に「定年になったから」というこ
とが契機になるかもしれません。
　その点、土地家屋調査士という業種の人にとっては、
定年という概念はなく、何歳になっても働ける環境に
あり、恵まれていると言えば恵まれていますが、その
分、引退の判断は難しいと思います。昔と比べると、「60
歳代は“まだまだ”」「70歳代は“まだ”」「80歳代になっ
て“そろそろ”」と言ってもいいくらい若々しいお年
寄りが増え、ますます引き際の判断を難しくしている
ように思います。
　ところで、日本スポーツマスターズという競技が
毎年開催されています。その目的とするところは「ス
ポーツ愛好者の中で競技志向の高いシニア世代のシ
ンボル的なスポーツの祭典として、スポーツへのチャ
レンジ意欲を広範囲に啓発するとともに、継続的な
スポーツ実践者の増大を目指し、スポーツ文化を豊
かに享受する生涯スポーツ社会の実現に寄与する」
ことにあります。
　「対象年齢」は、女子は３５歳、男子は40歳以上の人で、
例えば、空手道に関しては、「40～50歳の部」といっ
た概ね ５ 歳刻みに分かれています。「競技種目」には、
水泳・サッカー・テニス・バレーボール・バスケット
ボール・自転車競技・ソフトテニス・軟式野球・ソフ
トボール・バドミントン・空手道・ボウリング・ゴル
フ…と多種目にわたっているため、年齢的にも種目と

しても、趣味としてスポーツをしている人にとって競
技にチャレンジするチャンスは恵まれているように思
います。
　幸いにも運に恵まれ、２０１４年のマスターズ全国大会
空手の部（組手）に参加する機会をいただきました。
この大会に、90歳の人が型の部に参加されていて、そ
の人曰く「稽古より、治療院に通うことが多くなって
も…」と。
　いろいろなハンディを抱えながら、練習を続けてこら
れ、また、全国大会に参加された精神力には頭が下
がります。私自身「９０歳になっても、その気があれば
できるんだ」というある種の希望（？）をもらいました。
　年齢とともに、体力は衰えていきます。これはどう
あがいてもどうにもなりません。その方がそこまで続
けられたのは、体力の減退を補う「何か」があったか
らではないでしょうか。「それが何であるか」の答え
は人それぞれです。
　私自身の答えは「情熱」。
　趣味だから良いも悪いも自分にはね返ってくるだけ
で、人に迷惑はかけないからできた…と言えばそれに
尽きます。
　確かに、仕事となれば、ミスしたら迷惑をかけ、信
用にも影響を及ぼし、責任問題となります。果ては「い
い歳をして、いつまでも…」とバッサリと切り捨てら
れかねません。そう考えれば、社会的に「いつまでも
…」は許されないのかもしれません。しかし、90歳の
人が続けているという現実があります。引退を考える
に際してその原動力は何かに目を向ける価値はあるの
ではないでしょうか。
　仕事と趣味とを同じレベルで考えるのには無理があ
るかもしれませんが、どのような生き方をするかとい
う観点からは、根底に横たわるものは同じではないか
と思えます。
　誰にも「その日」は訪れます。一つのきっかけでは
なく様々な理由が折り重なって「引退」という二文字
に行きつくのだと思います。年相応・能力相応の働き
をすることで、自分を活かす道は、いつまでも、どこ
でもあると思います。穏やかな、さわやかな引退の日
を迎えるためにも、「一生現役！」の精神は持ち続け、
自分の置かれている環境を的確に判断し、「今がその
時」といえる日を迎えたい‥そう思う日々…

（姫路支部　葊瀬　孟司）
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　私の地元は山と田畑に囲まれた農林業が盛んな農村
地帯で、お米・野菜・丹波栗・黒豆など地元ブランド
として誇れる農産物が多く、また、春はさくら・夏は
ヒマワリ・秋は雲海と自然豊富な住みよい町です。
　気候は内陸型のため年間の寒暖差、昼夜の寒暖差が
激しく、特に冬場の冷え込みは体が慣れるまで体調に
は気を遣います。たまにドカ雪が降ることはあります
が、天気エリア的には兵庫の南部ですが冬は北部みた
いな地域で、天気予報はピタリとは当たりませんので
この記事が皆さんのお手元に届く頃には自ら時雨空と
にらめっこしながら、今日は現場か事務仕事かを決め
るのが一日の始まりとなっています。自分の思い通り
にいかないのは天気も仕事も似たようなもので、日々
業務の難しさを実感し、依頼者・隣接者・利害関係者
皆それぞれの思いがあることから同じ案件は 1 つとし
て無いものだなぁと感じております。だからこそ毎日
が新鮮で緊張感があり土地家屋調査士としての業務を
させて頂けることに日々感謝しているところです。
　私が依頼を受けた案件で 2 転 3 転しながらも現在進
行中のものがあります。田舎ですので農地がらみの仕
事が大半で屋敷や事業規模を広げようとすれば田畑の
測量や転用手続きといった場面になりますが、この件
は農地でも特に手続きに時間がかかる土地改良実施区
域内の優良農地でした。私の依頼者は当初どうしても
この土地でないと計画に見合ったことが出来ないとの
ことで、最初の手続きは「農用地区域の除外申出」と
いったものから始めました。行政書士を兼務しており
ますので農地がらみの依頼が多い田舎では助かってい
ます。この手続きが何ともお役所仕事的な事務であっ
て、一般常識で話をしてもなかなか通りません。補正
を求められるたび新たな資料の提出を繰り返し、半年
がかりでやっと出口がみえました。この間に悲しくも
依頼者の方が亡くなられてしまいましたが、遺族の方
は意思を受け継ぐといわれ工事を急ぎたいとのお気持
ちであったため次の段階に入りましたが、土地は1300
㎡程の楕円形の様な格好で境界ポイントが多く、昭和
40年代に平板測量で地籍調査された境界線と平成に

入ってから土地改良換地処分がされた境界線が重なる
ポイントであったため、境界確認には時間がかかるの
ではと不安がよぎりました。時間がかかっては工事予
定がずれてしまいますので境界復元作業も農地転用の
手続きと平行で進める段取りをしました。農地転用の
手続きにも当初の手続きと同様に地元自治会の各役員
さんと隣接農地耕作者の同意が必要となります。各役
員さんからはすぐに同意を頂けましたが、最初の手続
きの際に同意を頂いた隣接の方からは今回は同意が頂
けない状況になっておりました。このため計画図をや
り直して隣地へは十分配慮をしましたがそれでもオッ
ケーして頂けません。同意に代わる方法で手続きを進
めることは可能でしたので準備をしていると、依頼者
の側から「もうこの土地を諦めるわ」との一言。確か
に何度も計画を練り直し、打合せを繰り返し、同意を
求めに行ってもらい、それでもだめ。ご近所付き合い
を優先されやむなく断念された訳です。
　それから仕切り直しをして場所を分散し計画も縮小
して代替地で新たに進めていくことになりました。今
度はうまく進みますようにと心機一転スタートし前回
より早く手続きが進んでいくことに喜んでいましたが、
現況測量と境界復元の段階で隣接道路の一部が申請地
へ入り込んでいることが新たに判明。既設の境界杭が
申請地の中に埋もれた状態で見つかり結果はデータと
合致。道路を分筆し払下げを受ける手続きが急遽必要
となり取り急ぎ現場作業をしている時に私がギックリ
腰に…　整骨院で 1 時間コースのマッサージを連日受
け、境界立会時にはポールを杖代わりにし、ぎこちな
い動きで年配の方に必死で付いていく始末！　立って
いるのも椅子に座っているのも腰が痛い、普段なら何
気ないことがとてもハードな作業になってしまい、健
康のありがたみを十二分に感じました。
　どうかこれ以上新たな難題に遭遇せず依頼目的が果
たせるようにと痛みに耐え、いつも以上に時間がかか
りながらも書類作成をしているところです。
　
　寒い時期ですので皆様もご自愛下さい。

「こんな展開になるとは」 但馬支部

細　見　浩　夫
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平成２７年度第 ３ 回理事会
【開催日】平成２７年 ７ 月２３日（木）

　会長あいさつの後、議事録署名人瓜生哲也理事、坂

田秀和理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会議

が進められた。

連絡・報告事項
１．会務全般報告
２．各部報告
３．連合会報告
４．連合会定時総会報告
５．近ブロ定例協議会報告
６．その他

審議事項
１．センター推進委員について
　平成２７年度役員改選に伴い、前回の理事会時未定で

あった境界問題相談センターひょうご推進委員につい

て、下記 ７ 名について境界問題相談センターひょうご

規則第１０条に基づき異議なく承認された。

　（境界問題相談センターひょうご推進委員）

　　神　戸支部　横田　史生 会員、

　　阪　神支部　阪本　晃一 会員、

　　姫　路支部　小寺澤　文明 会員、

　　加古川支部　岡田　卓也 会員、

　　明　石支部　中山　敬一 会員、

　　西　播支部　水口　一郎 会員、

　　淡　路支部　山形　健郎 会員

２ ．予防検診助成金請求書の様式変更について
　 ６ 月１２日の総合役員会において支部長会より予防検

診助成金の請求手続の簡素化について要望があったこ

とから、予防検診助成金請求書の様式にある支部長印

押印欄を削除することとした。

協議事項
１．オンライン申請における法定外添付情報の原本提
示省略への対応について

２．会員への連絡対応について
３．非調事案への対応について
４．その他

平成２７年度第 ４ 回理事会
【開催日】平成２７年 ９月３０日（水）

　会長あいさつの後、議事録署名人菊田貴惠理事、佐

古井守理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会議

が進められた。

連絡・報告事項
１．会務全般報告
２．各部報告
３．連合会報告
４．各部主な活動報告
５．その他

審議事項
１．今後の組織運営について
　役員辞任届の提出を受けて今後の組織運営について

審議が行われ、辞任する理事が担当していた部署につ

いて追加補充せずに組織運営を行うことで異議なく承

認された。

２ ．特別基金運営委員会規則の改正について
　特別会費納付方法の見直し（証票制度の廃止）に伴

い、本年度定時総会において承認を受けた特別会費規

則の改正に合わせた特別基金運営委員会規則の改正を

行うことで財務部長より提案が行われ、異議なく承認

された。

協議事項
１．その他

理事会トピックス理事会トピックス

TopicsTopics
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平成２７年度第 ５ 回理事会
【開催日】平成２７年１１月２６日（木）

　会長あいさつの後、議事録署名人岸部勇理事、小柴

健二理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会議が

進められた。

連絡・報告事項
１．会務全般報告
２．各部報告
３．全国会長会議報告
４．その他
　

審議事項
１．みなし退会処分について
　平成２７年度前期会費滞納者 ２ 名への対応を審議、 １

名については１１月２１日をもってみなし退会処分とする

こととし、もう １ 名については本年１２月３１日を期限に

催告書を送付し、納付が無い際はみなし退会とするこ

ととした。

　

協議事項
１．第 ２回業務研修会について
２．公共調達について
３．その他

平成２７年度 中 間 監 査
監査実施日　平成２７年１０月３０日（金）１５：００～１６：３０
監 査 官　阪田・大坪・大富各監事
本会出席者　岸本会長　橋詰副会長　安居副会長

三嶋副会長　中井副会長
山本総務部長　大手財務部長
関和業務部長　中山広報部長
渡邊研修部長　髙橋社会事業部長
田中総務副部長　岡﨑財務副部長
高見技術対策委員長

　　　　　　
　平成２７年 ４ 月 １ 日から同年 ９ 月３０日までの間の会務
運営、予算執行及び財務状況について中間監査が実施
された。
　
　田中総務副部長の進行により、各部長、委員長より
中間監査説明書に添って、平成２７年度上半期事業概況
の説明及び各部、委員会の予算執行状況について説明
が行われ、監事の求めにより、担当役員から下記の項
目の補足説明が行われた。

○危機管理体制の整備について
○非調査士の調査について
○日本加除出版のリーガルガーデン利用状況について
○設置した登記基準点の活用について
○会費の納入方法について
○移動支部長会への支出について

　大手財務部長より平成２７年度上半期財務運営状況説
明資料に添って、財務運営状況の説明が行われた。
　
【監事の講評】
　監事より、上半期の財務運営が適切に執行されてい
る旨の報告があり、本日の中間監査を終了した。
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総　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月 ９ 日（木） 新入会員面談 本会会議室 1 名

７ 月 ９ 日（木） 登録証交付 本会会議室 1 名

７ 月 ９ 日（木） 常任理事会 本会会議室 支部長会からの要望事項について他

７ 月１７日（金） 近ブロ紛議調停委員長会議 ホテル日航奈良 江本紛議調停委員長出席

７ 月１７日（金） 近畿各会綱紀委員長会議 ホテル日航奈良 正心綱紀委員長出席

７ 月１７日（金） 近ブロ定例協議会 ホテル日航奈良
岸本会長、橋詰・安居・三嶋・中井各副会長、山本・
大手・関和・中山・渡邊・髙橋各部長、江本紛議調停
委員長、正心綱紀委員長出席

７ 月２３日（木） 理事会 本会会議室 センター推進委員について他

８ 月 ６ 日（木） 常任理事会 本会会議室 研修計画について他

８ 月２７日（木） 自由業団体連絡協議会 神戸オリエンタルホ
テル

岸本会長、橋詰・安居・三嶋・中井各副会長、
中山広報部長出席

８ 月２７日（木） 近ブロ総務部会 大阪会会館 山本総務部長出席

９ 月 ４ 日（金） 法務局訪問 神戸地方法務局 橋詰副会長、山本総務部長出席

９ 月 ４ 日（金） 公嘱協会通常総会 ANAクラウンプラザ
ホテル神戸 岸本会長出席

９ 月 ５ 日（土） 大星正嗣氏旭日小綬章受章お祝
いの集い ホテル金沢 岸本会長出席

９ 月 ８ 日（火） 近ブロ正副会長会議 大阪会会館 岸本会長出席

９ 月１０日（木） 常任理事・綱紀委員合同研修会 本会会議室 21名受講

９ 月１０日（木） 常任理事会 本会会議室 今後の組織運営について他

９ 月１１日（金） 司法書士会との連絡協議会 木曽路 岸本会長、橋詰・安居・三島・中井各副会長、
山本総務部長出席

９ 月１３日（日） 横山慶子氏黄綬褒章受章記念祝
賀会 帝国ホテル大阪 岸本会長、橋詰副会長出席

９ 月３０日（水） 法務局来会 本会会議室 岸本会長、橋詰副会長、山本総務部長出席

９ 月３０日（水） 理事会 本会会議室 今後の組織運営について他

１０月 ７ 日（水） 行政書士会との連絡協議会 行政書士会館 橋詰副会長、山本総務部長、関和業務部長出席

１０月 ８ 日（木） 常任理事会 本会会議室 空き家等対策の推進に関する特別措置法への対応につ
いて他

１０月１７日（土） 元連合会長松岡直武氏を偲ぶ会 リーガロイヤルホテ
ル大阪 岸本会長、安居副会長出席

１０月２８日（水）
～１０月２９日（木） 全国会長会議 東京ドームホテル 岸本会長出席

１０月３０日（金） 常任理事会 本会会議室 中間監査について他

１１月１１日（水） 第２９回「近畿地区不動産取引税
務協議会」 大阪合同庁舎 中井副会長出席

１１月１２日（木） 新入会員面談 本会会議室 １ 名

１１月１２日（木） 総務部会 本会会議室 危機管理について他

１１月１２日（木） マイナンバー制度の実施に伴う
連合会の対応に関する説明会 本会会議室 岸本会長、橋詰副会長、山本総務部長、田中総務副部長、

大平・福本両総務部員出席
１１月１３日（金） 近ブロ事務局長等懇談会 ホテル日航奈良 村上事務局長出席

１１月１８日（水） 関連団体との連絡協議会 本会会議室 空家等対策の推進に関する特別措置法への対応について

１１月２６日（木） 理事会 本会会議室 表示登記研究会・事務連絡会について他

１２月 ７ 日（月） 弁護士会との連絡協議会 木曽路 岸本会長、橋詰・安居・三嶋・中井各副会長、山本総
務部長出席

１２月１０日（木） 登録証交付 本会会議室 1 名

１２月１０日（木） 常任理事会 本会会議室 年計表、特別会費納付書について他

１２月１５日（火） 第15回兵庫県住宅再建共済制度
推進会議

兵庫県公館 １ 階大会
議室 髙橋社会事業部長出席

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 7 月 １ 日
至 平成２7年12月３1日

会報
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財　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

８ 月２５日（火） 支部会計担当者・証票取扱担当
者合同会議 本会会議室 会計事務取扱上の留意点について他

９ 月１０日（木） 近ブロ財務部会 大阪会会館 大手財務部長出席

９ 月１８日（金） 財務部会 本会会議室 本会ソフトボール大会について他

９ 月２７日（日） 連合会親睦ゴルフ大会前夜祭 長崎リゾートアイラ
ンドパサージュ琴海 兵庫会参加者 １ 名

９ 月２８日（月） 連合会親睦ゴルフ大会 パサージュ琴海アイ
ランドゴルフクラブ 兵庫会参加者 １ 名

１０月 ９ 日（金） 近ブロゴルフ大会前夜祭 リーガロイヤルホテ
ル京都 兵庫会参加者 ６ 名　当番：京都会

１０月１０日（土） 近ブロゴルフ大会 宇治カントリークラブ 兵庫会参加者 ８ 名

１０月２４日（土） 本会ソフトボール大会 篠山総合スポーツセ
ンター 参加者１９２名　当番：阪神支部　（優勝：明石支部）

１０月３０日（金） 監事会 本会会議室 中間監査の打合せ

１０月３０日（金） 中間監査 本会会議室 平成２７年度　中間監査

１１月２８日（土） 近ブロソフトボール大会 紀の川市粉河運動場 兵庫会参加者17名　当番：和歌山会

業　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月２５日（土） 地籍問題研究会第13回定例研究会 明海大学 安居副会長出席

９ 月 ２ 日（水） 近ブロ業務部会 本会会議室 岸本会長、安居副会長、関和業務部長出席

１１月 ６ 日（金） 情報管理室会議 本会会議室 基準点データの登録方法について他

１１月 ６ 日（金） 業務部会 神戸市内会議室 表示登記研究会・事務連絡会の質問事項・要望事項の
精査について他

１１月１３日（金） 法務局との打合せ会 神戸地方法務局 関和業務部長、藤本理事出席

１１月１８日（水） 平成２７年度オンライン申請講座 大阪会会館 安居副会長、藤井・小部両業務部員、吉良会員出席

１２月 ２ 日（水） 表示登記研究会・事務連絡会 神戸地方法務局 法定外添付情報の原本提示の省略の取扱いについて他

１２月１１日（金） 近ブロ業務部会 本会会議室 岸本会長、安居副会長、関和業務部長出席

広　　　報　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月２５日（土） 自由業団体連絡協議会一斉相談会 神戸市勤労会館 中山広報部長、佐古井理事、廣田部員出席

７ 月３１日（金） 全国一斉不動産表示登記無料相
談会 本会会議室 中山広報部長、菊田広報副部長、宮川部員出席

８ 月 ５ 日（水） インターンシップ打合せ会 中山事務所 期間中のスケジュールについて他

８ 月１７日（月） インターンシップ開講式 本会会議室 岸本会長、三嶋副会長、中山広報部長、菊田広報副部長、
佐古井理事、受入会員 2 名、学生 2 名出席

８ 月２１日（金） インターンシップ裁判所見学 神戸地方裁判所 三嶋副会長、中山広報部長、菊田広報副部長、
佐古井理事、学生 ２ 名出席

総　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１２月１６日（水） 近ブロ正副会長・監事・近政連
各会長との意見交換会 大阪会会館 岸本会長、橋詰副会長出席

１２月１６日（水） 近ブロ総務部会 大阪会会館 田中総務副部長出席

１２月２４日（木） 合格証書交付式 神戸地方法務局 岸本会長、山本総務部長出席

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 7 月 １ 日
至 平成２7年12月３1日

会報
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社　会　事　業　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月１４日（火） 犯罪の起きにくい兵庫づくり防
犯ネットワーク会議 兵庫県警 髙橋社会事業部長出席

７ 月２３日（木） 神戸地方裁判所訪問 神戸地方裁判所 岸本会長、橋詰・安居・三嶋・中井各副会長、髙橋社
会事業部長出席

７ 月３０日（木） 神戸地方裁判所訪問 神戸地方裁判所 三嶋・中井両副会長、髙橋社会事業部長出席

７ 月３０日（木） 阪神・淡路まちづくり支援機構
事務局委員会 司法書士会館 三嶋・中井両委員、髙橋社会事業部長出席

８ 月２１日（金） 筆界特定室訪問 神戸地方法務局 三嶋副会長、髙橋社会事業部長出席

９ 月 ７ 日（月） 法務局訪問 神戸地方法務局 高橋社会事業部長出席

９ 月１４日（月） 阪神・淡路まちづくり支援機構
定期総会 エスタシオン・デ・神戸 岸本会長、三嶋・中井両委員、髙橋社会事業部長出席

１０月 ６ 日（火） 社会事業部会 本会会議室 公共調達について他

１０月１３日（火） 近ブロ社会事業部会 滋賀会会館 髙橋社会事業部長出席

１０月２６日（月） 阪神・淡路まちづくり支援機構
事務局委員会 本会会議室 中井・髙橋両委員出席

１１月 ４ 日（水） 筆界調査委員選考委員会 本会会議室
岸本会長、安居・三嶋両副会長、山本総務部長、
関和業務部長、髙橋社会事業部長、正心綱紀委員長、
樋口支部長会議長出席

１１月 ６ 日（金）
～１１月 ８ 日（日）

阪神・淡路まちづくり支援機構
福島県訪問

中井副会長、髙橋社会事業部長、竹島社会事業部理事
出席

研　　　修　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月３０日（木） 研修部会 本会会議室 平成27年度研修会年間計画について他
８ 月２１日（金）

～ ８ 月２２日（土） 本会新入会員研修会 本会会議室 １3名受講

８ 月２５日（火） 近ブロ研修部会 大阪会会館 渡邊研修部長出席

１０月 ６ 日（火） 第 １ 回選択研修会 あすてっぷ神戸 ８９名受講

１０月 ６ 日（火） 近ブロ研修部会 大阪会会館 渡邊研修部長出席

１１月２０日（金） 第 １ 回業務研修会 神戸市教育会館 165名受講

１２月１４日（月） 近ブロ研修部会 大阪会会館 渡邊研修部長出席

１２月１７日（木） 研修部会 本会会議室 第 ２ 回業務研修会について他

広　　　報　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

８ 月２１日（金） インターンシップ中間報告会 本会会議室 中山広報部長、菊田広報副部長、佐古井理事、
学生 ２ 名出席

８ 月２８日（金） インターンシップ閉講式 本会会議室 三嶋副会長、中山広報部長、菊田広報副部長、
佐古井理事、受入会員 2 名、学生 2 名出席

９ 月１８日（金） 近ブロ広報部会 大阪会会館 中山広報部長出席

１０月 ４ 日（日） 全国一斉！法務局休日相談所 神戸勤労会館 中井センター長、中山広報部長、岩本・中西両会員出席

１０月 ８ 日（木） 大毎広告との打合せ 本会会議室 中山広報部長出席

１０月３１日（土） 外部講師養成講座 大阪会会館 中山広報部長、宮川広報部員、井本会員出席

１１月２１日（土） 外部講師養成講座 大阪会会館 井本・吉良両会員

１２月１６日（水） 立命館大学寄付講座第 1 回講師
会議

立命館大学茨木キャ
ンパス 中山広報部長、井本会員出席

１２月１７日（木） 広報部会 本会会議室 今年度の事業について他

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 7 月 １ 日
至 平成２7年12月３1日

会報
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境界問題相談センターひょうご
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月 １ 日（水） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

７ 月２５日（土） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

７ 月２５日（土） センター研修会 本会会議室 ４１名受講

８ 月 ６ 日（木） 運営委員会 本会会議室 運営状況報告他

８ 月１９日（水） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

１０月 ７ 日（水） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

１０月 ７ 日（水） 運営委員会 本会会議室 運営状況報告他

１０月１６日（金） センター研修会 本会会議室 ３２名受講

１１月２５日（水） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

１２月１1日（金） センター研修会講師打合せ 若本弁護士事務所 中井センター長、阪本推進委員長出席

支 部 長 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月１１日（土）
～ ７ 月１２日（日） 移動支部長会 うるおい交流館エクラ

技 術 対 策 委 員 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

７ 月２４日（金） 技術対策委員会 本会会議室 副委員長の選任について他

８ 月３１日（月） 丹波市役所訪問 丹波市役所春日庁舎 安居副会長、西村副委員長、黒田委員、大森但馬支部長、
寺内但馬副支部長、岸部会員出席

社　会　事　業　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１１月２６日（木） 六甲砂防事務所訪問 六甲砂防事務所 三嶋副会長、宮嶋社会事業副部長、竹島社会事業部理
事出席

１２月 ２ 日（水） 法務局との打合せ会 神戸地方法務局 中井副会長、髙橋社会事業部長出席

１２月２１日（月） 社会事業部会 本会会議室 公共調達について他

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 7 月 １ 日
至 平成２7年12月３1日

会報
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○入会届
支　部

姫
路

入会年月

H
2７
・
7
・
1

おかもと　あきら

岡本　亮

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 6 1

1 9 2 4

事務所 〒670-0904　姫路市塩町 ６ 行

T E L 079（223）3318 FAX 079（224）8405

E-mail okamototaishi@chic.ocn.ne.jp
支　部

伊
丹

入会年月

H
2７
・
8
・
3

なかた　　さとし

中田　哲

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 6 2

1 9 2 5

事務所 〒669-1345　三田市下相野１５３４－５４ 測補

T E L 090（8796）9513 FAX 079（553）6226

E-mail

　平成27年 7 月 1 日～ 9 月30日の変更につきましては、平成27年10月末発行の会員名簿に反映されております。

○名簿記載事項変更・訂正
登録番号 会員番号 会員名 名簿記載事項 支部 名簿頁

2152 1614 菊田　貴惠 （E-mail）office.kikuta@gmail.com 加古川 2 、92

2460 1923 岸本　邦裕 （郵便番号）650-0015 神戸 19 

○事務所変更届
登録番号 会員番号 会員名 事務所 電話・FAX 支部 名簿頁

1786 1235 松下　五男
〒650-0026
神戸市中央区古湊通
１ 丁目 ２ － ８ －７０１号

TEL 078（351）0166
FAX 078（351）0167 神戸 31

2362 1825 森田　公男 〒669-5345
豊岡市日高町久田谷２７６

TEL 0796（42）3317
FAX 0796（20）1775 但馬 122、129 

○退会届
登録番号 会員番号 会員名 退会年月日 事　由 支部 名簿頁

1858 1313 大野　　保 Ｈ２７.₈.１０ 退会（東京会へ） 神戸 －

615 558 和泉　　明 Ｈ２７.₉.３０ 廃　業 東播 －

692 478 兜坂　靖則 Ｈ２７.１０．１３ 退　会 姫路 79、164 

2443 1906 神吉　弘之 Ｈ２７．１１．２１ 退　会 神戸 19、160 

支　部

尼
崎

入会年月

H
2７
・
12
・
1

にしざわ　けんいち

西澤　健一

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 6 3

1 9 2 6

事務所 〒660-0892　尼崎市東難波町 ２ 丁目 ２ －２５ 建

T E L ０６（６４１６）１６１６ FAX ０６（６４０１）７６１１

E-mail
支　部

阪
神

入会年月

H
2７
・
12
・
1

こえだ　　さよ

小枝　佐世

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 6 4

1 9 2 7

事務所 〒663-8233　西宮市津門川町 ３ － ２

T E L ０７９８（３８）２７９８ FAX ０７９８（３８）２７９９

E-mail
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～訃　報～　つつしんでご冥福をお祈りいたします。

神戸支部　佐藤　忠信 殿（享年76歳）
は、平成27年 8 月11日にご逝去され
ました。

（昭和44年 1 月 9 日入会）

但馬支部　森田　寛三 殿（享年66歳）
は、平成27年 9 月17日にご逝去され
ました。

（平成 8 年 1 月10日入会）

①兵庫県三田市
②道路・公園・教育施設等が充実

し、子育て環境が充実している。
（三田市）

③毎日愛妻弁当をいただいており
ます。

④プロ野球のテレビ観戦です。
⑤息子とサッカー

①姫路市
②姫路城がリニューアルされ、観

光客で賑わっています。
　（姫路市）
③飾磨にある「しおか」のランチ

は1,000円で大満足間違いなし
です。

④スポーツニュースを見ながら、
一杯飲むことです。

⑤仲間とサッカーをして、その後一杯飲むことです。
⑥どこでもすぐに眠りにつけること。
⑦日々精進あるのみ。御指導の程よろしくお願い致し

ます。

⑥桑田佳祐さんのものまねが出来ます。
⑦業界の道を切り拓いてこられた先輩方の足を引っ張

らないように緊張感を保持して職責を全うして行こ
うと考えておりますので何卒ご指導のほどよろしく
お願い申し上げます。

①尼崎市
②いろいろと便利なところです
（尼崎市）

③ファミレスのドリンクバー（夏
期）

④読書
⑤家族でショッピングモールへ
⑥子供のオムツ替えのスピード

⑦着実、確実に業務に取り組み、早く一人前の調査士
になれるように頑張ります。

①東大阪市
②高台で景色が良い。ウォーキン

グに最適（東灘区の山の手）
③ディップジョディのランチ。ナ

ンは食べきれないのでdoggy 
bagしておやつに頂きます。

④チーズと赤ワイン。
⑤ピアノ。老人施設でのボランテ

ィア。
⑥ジャマイカで生の黒人霊歌をフルパート聴いたこと。
⑦国民の財産を守るためのお手伝いができればと思い

ます。

新 入 会 員
ア ーン ケ ト

①出身地はどこですか？　　②あなたの住んでいるまちの自慢をしてください。
③現場でのお気に入りランチのお店とメニューを教えてください。
④仕事から帰ってのお楽しみは？？　　⑤好きな休日の過ごし方は？
⑥ちょっぴり自慢出来ることを教えてください。
⑦最後に土地家屋調査士としての意気込みをお願いします。

伊丹支部
中田　哲

姫路支部
岡本　亮

尼崎支部
西澤　健一

阪神支部
小枝　佐世
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　 ６ 月に「腱鞘炎」になって、痛みが我慢できなくな

って病院に行きましたが治らないので、月毎くらいに

病院を変えて ３ 軒回りました。どの病院も同じ診断で、

注射と痛み止めの薬で治療をしていただいていた時

に、街で偶然、柔道整復の心得のある農業をしている

友人に会い、そのことを話したら、手を診て、いきな

り指を思い切り引っ張り始めました。何をするのかと

思い、手を振り払い、その場で別れたところ、症状が

和らいでよくなっていました。以来、その荒療法で １

本ずつプチプチと音を立てて指を引っ張っています。

広報部としての自分の務めと思い、動きの遅くなった

体にムチ打ちながら、マラソン大会の取材に出かけて

います。マラソンブームに乗って若い人も、昔若かっ

た人も、「夢のゴールを目指して」完走されている姿は、

観戦している方も明るく元気にしてくれます。そんな

話題を題材にしてみたいと思い、スポーツ取材に取り

組み始めました。スポーツはマラソンに限らず、多種

多様ですので、いろんなところに飛んでいきたいと考

えております。

　時の流れで、年 ２ 回の発行が決まった会報も、

HYOGO+PLUSで補っていますが、本当に会員の皆

さんのためになっているのか不安です。ご意見をお聞

かせください。会報は会員の皆さんの業務に役立たな

ければならない情報と、ほやっとした話題で癒される

話題を伝えることで、大勢の方に親しみ読んでいただ

けるものと考えています。そのためには、できるだけ

大勢の会員の皆さんの活動、幅広い年齢層の会員の方

のご意見、お話を聞かせて頂くようになるかと思いま

すので、何卒ご協力くださいますようお願い申し上げ

ます。

（広報部理事　佐古井　守）

　新年明けましておめでとうございます。

　広報部員として、会報の校正作業等に携わらせてい

ただくようになり、 ３ 年が経とうとしています。改め

て文章を書くことの大変さを痛感し、記事を提供して

くださる皆様には、頭の下がる思いです。

　会報の発行は年 ２ 回になりましたが、内容を充実さ

せ、本会及び支部の活動や情報を幅広く紹介し、愛読

していただけるよう頑張ります。また、昨年の土地家

屋調査士試験の出願者数は５,６５９人、受験者数は４,５６８

人、合格者数は４０3人と、年々減少傾向にあることに

危機感を覚え、制度広報等の活動を通じ、土地家屋調

査士の魅力を少しでも多くの人に知ってもらい、興味

を持ってもらい、土地家屋調査士という資格を盛り上

げていけるよう、広報部の一員として頑張っていこう

と思います。

　個人的には、おやじ塾の神戸新聞の記事に偶然に写

っていた私の顔が、アンパンマンのように丸々として

いたので、今年こそは、「やせる!!」と心に決めました。

　皆様におかれましては、昨年にまサル（勝る）良き

年になりますよう祈念いたします。今年もよろしくお

願い致します。

（広報部員　村上　由佳）

編集後記

会報
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補助者証の更新手続について

　現在、会で発行している補
助者証は左記のタイプです。
発行日と有効期限の記載があ
ります。今、ご使用になって
いる補助者証の日付をご確認
下さい。また、以前のタイプ
の補助者証をお使いの方、有
効期限が切れている方は大至
急！更新手続をお願いいたし
ます。手続方法は下記の通り
です。

●有効期限満了の３か月前から交付の請求ができます。
●今、お使いの補助者証のコピーと写真（３㎝×４㎝、1枚）を揃えて、事務局までお申し出下さい。
●できあがり次第郵送いたします。（作成にお時間を頂きます）
●更新手続に於いて、料金は発生いたしません。

土地家屋調査士補助者証

事務所所在地
　○○○○○○○○

兵庫県土地家屋調査士会

●●　●●

● ● ● ●

土地家屋調査士氏名
登録番号　兵 庫　第×××号
電話番号　××××－××－××××
発 行 日　平成25年1月1日
有効期限　発行日から5年間　発行番号×××番
左の者は当会会員上記土地家屋調査士の
補助者であることを証する昭和55年12月31日生

注意事項

1．本証は業務執行中常に携帯すること。
2．本証は他人に貸与してはならない。
3．退職したときは、15日以内に本会に返納す
ること。

4．記載事項に変更を生じた場合は、15日以内
に本会に提出し訂正を受けること。

兵庫県土地家屋調査士会　電話 078－341－8180

有効期限は発行日から
５年です！

お し ら せお し ら せ
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第14回 会報Hyogoに参加してプレゼントを当てよう！！

クイズに挑戦し、答えが分かった方は解答欄にご記入の上、必要事項・アンケートと共に兵庫県土地家屋調
査士会事務局までファックスにて送って下さい。締め切りは2月29日（月）です。
正解者の中から、今回は抽選で「東北の美味しいもの」をプレゼントします。
前回は正解者の中から抽選で3名の方に『仙臺牛たん屋  牛たん焼きセット』を発送しました!!

FAX番号　０７８－３４１－８１１５

ありがとうございました。今後の会報編集の参考にさせていただきます。 なお、プレゼント当選者の発表は商品の発送にかえさせていただきます。

住　所　〒

氏　名 職　　業

この会報をどこで見ましたか？ 興味があった記事を教えて下さい

会報にて企画して欲しい事などがあればご自由にお書き下さい。

「さる年」のクロスワードです。タテ・ヨコのカギをヒ
ントにパズルを解き、グレーのマスに入った５文字を並
べかえてテーマに関係のある言葉にしてください。

1　東照宮の三猿や猿軍団でおなじみの市
2　鼻高々に「オレって、鉄棒うまいだろ」
3　黒田節といえば、この長い武器
4　○○もさる者引っ掻くもの
5　サルノコシカケって何？
7　電流を通すこと
9　ファンキーとベイビーの間でウッキ

ッキー！
10　くい止めること。逆から読んでも

「士卒○○」
12　日が当りポカポカの所。さあ皆で毛

づくろい
13　あっ、芋の泥○○○を洗い落として

食べてる！
15　人と猿の立場が逆転。SF映画「猿

の○○○○」
16　犬とはしょっちゅう。両成敗よ
18　鮭の卵?　オイラはバナナの方がい

いな
19　言葉の勢い。荒い○○
20　騾馬と書く、馬とロバのハーフ

題題
問問

締め切り：2月29日

タテのカギ
1　猿飛佐助って何者？
4　予報が当たって雨。猿も小蓑を欲し

げなリ
6　童謡で、お山のお猿は何をすれば踊

る？
8　相談役。○○○弁護士
10　植木鉢はココに穴
11　ラッキー！　○○良く白猿に遭遇。

スマホでバシャ
12　信長が「猿」とあだ名
14　猿くん、桃太郎からもらってムシャ

ムシャ
16　「キングコング」のスペルで最初の

文字
17　美辞○○○でおだてずとも、木に登

るよ
19　ウッホウッホ、猿仲間では最大
21　ついつい出ちゃう、言葉や行為
22　カニさんの○○○！とウスがドシン
23　不景気がサル。商売繁盛、千客○○

○○の年に

テリカエシ

ヨコのカギ

前回
　  の
　 解答解答欄

ヒノマルベントウ
ガ ツイン コエ
シユリ ゴクウ
ウ コシツ マ

シヤヨウ クカン
ツケ テツ ミホ
ナ サンバイザー
イワト サカ ル

会報

（

キ

リ

ト

リ

）
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第14回 会報Hyogoに参加してプレゼントを当てよう！！

クイズに挑戦し、答えが分かった方は解答欄にご記入の上、必要事項・アンケートと共に兵庫県土地家屋調
査士会事務局までファックスにて送って下さい。締め切りは2月29日（月）です。
正解者の中から、今回は抽選で「東北の美味しいもの」をプレゼントします。
前回は正解者の中から抽選で3名の方に『仙臺牛たん屋  牛たん焼きセット』を発送しました!!

FAX番号　０７８－３４１－８１１５

ありがとうございました。今後の会報編集の参考にさせていただきます。 なお、プレゼント当選者の発表は商品の発送にかえさせていただきます。

住　所　〒

氏　名 職　　業

この会報をどこで見ましたか？ 興味があった記事を教えて下さい

会報にて企画して欲しい事などがあればご自由にお書き下さい。

「さる年」のクロスワードです。タテ・ヨコのカギをヒ
ントにパズルを解き、グレーのマスに入った５文字を並
べかえてテーマに関係のある言葉にしてください。

1　東照宮の三猿や猿軍団でおなじみの市
2　鼻高々に「オレって、鉄棒うまいだろ」
3　黒田節といえば、この長い武器
4　○○もさる者引っ掻くもの
5　サルノコシカケって何？
7　電流を通すこと
9　ファンキーとベイビーの間でウッキ

ッキー！
10　くい止めること。逆から読んでも

「士卒○○」
12　日が当りポカポカの所。さあ皆で毛

づくろい
13　あっ、芋の泥○○○を洗い落として

食べてる！
15　人と猿の立場が逆転。SF映画「猿

の○○○○」
16　犬とはしょっちゅう。両成敗よ
18　鮭の卵?　オイラはバナナの方がい

いな
19　言葉の勢い。荒い○○
20　騾馬と書く、馬とロバのハーフ

題題
問問

締め切り：2月29日

タテのカギ
1　猿飛佐助って何者？
4　予報が当たって雨。猿も小蓑を欲し

げなリ
6　童謡で、お山のお猿は何をすれば踊

る？
8　相談役。○○○弁護士
10　植木鉢はココに穴
11　ラッキー！　○○良く白猿に遭遇。

スマホでバシャ
12　信長が「猿」とあだ名
14　猿くん、桃太郎からもらってムシャ

ムシャ
16　「キングコング」のスペルで最初の

文字
17　美辞○○○でおだてずとも、木に登

るよ
19　ウッホウッホ、猿仲間では最大
21　ついつい出ちゃう、言葉や行為
22　カニさんの○○○！とウスがドシン
23　不景気がサル。商売繁盛、千客○○

○○の年に

テリカエシ

ヨコのカギ

前回
　  の
　 解答解答欄

ヒノマルベントウ
ガ ツイン コエ
シユリ ゴクウ
ウ コシツ マ

シヤヨウ クカン
ツケ テツ ミホ
ナ サンバイザー
イワト サカ ル





法務大臣認証第115号

078－341－8280
0120－144－400



岸　本　八太郎

（市営地下鉄）

高速神戸駅

JR
神戸
駅

湊川神社

バスターミナル

至長田

神戸
地方裁判所 弁護士会館

兵庫県土地家屋調査士会館中央体育館 司法書士
会館

大倉山駅

三井住友銀行 至三
ノ宮

至明
石

N

百舌（もず）とススキ
（西播支部　竹内　尚会員）


